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新型コロナワクチン4回目接種と
　　　　　　　　感染対策について

〇対象者
　３回目のワクチン接種から５か月を経過し、次のいずれかに該当する方
　　①６０歳以上の市民（４回目接種日時点の年齢）
　　②１８歳以上６０歳未満で、基礎疾患を有するなど重症化リスクが高いと認める市民
　　③医療機関・介護施設等に勤めている市民（障害・訪問・通所系も含む）
　　　※令和４年７月２２日から対象者が拡大され、③の方も対象となりました。
〇接種券の発送
　・�対象者①の方は、３回目接種日順に接種券を発
送します。

　・�対象者②、③の方は、接種券発行の申請が必要
です。

　　申請受付後、接種券をお送りします。　
〇予約受付
　�ＷＥＢまたは電話予約
���（コールセンター、個別医療機関）
　※詳しくは、接種券同封の案内文書をご覧ください。
〇ワクチンの種類
　��医療機関・集団接種会場では、ファイザー社製ワクチンまたは武田 /モデルナ社製ワクチンを使用します。
ワクチンの供給状況などにより、変更となる場合がありますので、ご理解・ご協力をお願いします。

１～３回目接種を希望される方は、コールセンターへご連絡ください。
接種券を紛失された方は、再発行しますのでご相談ください。
（※令和４年７月２６日現在の情報です。最新の情報は、市ホームページをご覧ください。）

　現在、新たな変異株（オミクロンＢＡ . ５系統）の拡大に伴い、市内でも新型コロナウイルス感染症の新
規陽性者の増加が確認されています。改めて市民の皆様には基本的な感染対策の継続をお願いします。
〇基本的な感染対策
　・必要に応じてマスクを正しく着用をする
　・手洗い・消毒を徹底する
　・３密を回避し、社会的距離（２ｍ以上）を確保する
　・室内の換気をする
〇旅行やイベントなどの感染対策のポイント
　・体調に異常がある場合は、無理に参加しない
　・混雑する場所では、大声を出さない
　・�混雑する場所では、感染症対策ガイドラインを遵守する（入店時の手指消毒・飲食は定められた場所で
行うなど）

（18歳以上 60 歳未満の方、医療従事者・介護従事者）
接種券申込方法

北茨城市新型コロナワクチン
　　　　　  接種コールセンター

24
時
間
受
付

☎0293-44-6770
受付時間 /午前 8:30～午後 5:15（平日のみ）

※このお電話で接種予約を
                   することはできません

問健康づくり支援課　内１９５
　�市新型コロナワクチン接種コールセンター　☎４４－６７７０

　 新型コロナワクチン４回目接種について

　 新型コロナワクチン
　 1 回目～ 3 回目接種を希望する方へ

　 新型コロナウイルス感染症の
    　　　　　　　　　感染対策のお願い
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令和５年
４月

市内保育所・認定こども園
～保育の利用申請のご案内～

　保育事由（２・３号認定）による令和５年４月入園希望者の受付を下記のとおり実施します。
　入園を希望する方は申請書類を市子育て支援課、または市ホームページで取得し、提出してください。
　また、市外の施設を希望する方や市外への転出を予定している方は、市町村により受付期間が異なる
場合がありますので、早めに下記までご相談ください。

　保育所、認定こども園等を利用する際は、居住する市町村から「認定」を受ける必要があります。認
定の区分は施設利用の目的と年齢により異なり、また、保育の実施を希望する場合は、保育の必要な事
由（保護者の就労、妊娠・出産、疾病・障がい、求職活動など、子どもが家庭で保育を受けられない状
況であること）に該当する必要があります。申請事由や世帯状況により提出書類が異なりますので、申
込をお考えの方は早めにご相談ください。

�・幼稚園…子どもに学校教育を行う施設で、保護者の就労等の有無に関わらず利用可能です（１号）。
�・�保育所…�就労等のために家庭で保育できない保護者に代わり、子どもの保育（養護と教育）を行い

ます（２・３号）。
�・認定こども園…幼稚園と保育所の機能をあわせ持つ施設です（１号、２・３号）。
� 申 問子育て支援課　保育係（金川、伊藤）内１３３、１３４

▷申込期間
�・令和５年４月１日入園希望者
　11 月１日㈫～ 30 日㈬
▷申込方法　
　申請書類一式（※）を下記窓口へ
　※保育の必要な事由により異なります。
　※書類は随時配布しています。
▷注意事項
�・�受付期間終了後、書類審査および利用
調整を行い、入園可否を決定します。

�・�利用調整の結果は、令和５年２月上旬
頃に文書で通知をする予定です。

�・�申込の状況により、希望と異なる施設
をご案内する場合があります。

�・�受付期間を過ぎての提出は、入園希望
日以降の調整となる場合があります。

市内の認可保育施設

種　別 施設名

認定こども園
（幼稚園型）

いそはら幼稚園
磯原町豊田９２０ ☎４３－１７６６

杉の子幼稚園
磯原町磯原８２６－４ ☎４２－０１３５

誠之会幼稚園
関南町関本下９７４ ☎４６－５４３５

旭幼稚園
大津町北町１－７－３ ☎４６－２３４０

認定こども園
（保育所型）

大津保育園
大津町１３５３ ☎４６－５８１１

みなみ保育園
中郷町足洗９１１－１５ ☎４３－２０１９

保　育　所

関本保育所（公立）
関本町八反１８４－５ ☎４６－１２６２

磯原保育園
磯原町磯原７９８ ☎４２－０７３７

中郷保育園
中郷町日棚１８０６－２ ☎４２－２７８８

教育事由（１号認定）での入園受付は
各施設で行います。希望者は直接各施

設にお問い合わせください。

施設利用の目的 認定区分 対象年齢
（令和５年４月１日時点） 対象施設

教　　育 １号認定
３歳以上

認定こども園

保　　育
２号認定 保育所、認定こども園

３号認定 ３歳未満 保育所、認定こども園等

認定について
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110

問 �総務課　危機管理室（小川）　内３３９
�
㏋ �https://www.city.kitaibaraki.lg.jp/docs/2021083000013/

緊
急
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報

メ
ー
ル

配
信
登
録

災害時のマイ・タイムラインを作成しましょう
～災害から身を守るために避難までの行動計画を考えよう～

▷マイ・タイムラインとは
　�　マイ・タイムラインとは、台風などの風水害から適切に避難できる
よう作成する、住民一人ひとりの防災行動計画です。
　�　マイ・タイムラインを作成するには、市区町村が作成しているハザー
ドマップを確認し、自らの様々なリスクを把握し、どのような避難行
動が必要か、どのようなタイミングで避難すると良いか等を時系列的
に整理し、ご家族と一緒に考えて作る必要があります。

▷マイ・タイムラインを作成しましょう
　�　今回、８月号広報誌と一緒に、「我が家のタイムライン」を各ご家庭に配布しています。簡単に作成でき
る様式となっていますので、ぜひ、ご家族と一緒に作成してください。
　※なお、「我が家のタイムライン」は、市内の各施設でも配布しています。
　�　また、市では、災害発生に備え「いつ」、「誰が」、「何をするのか」に着目し、防災行動やその実施主体を
時系列にまとめた「北茨城市洪水対応タイムライン（防災行動計画）」を作成しました。　　
　�　このタイムラインの中でも、住民の方が記入いただける記入欄を設けてありますので、各ご家庭の「マイ・
タイムライン」としてご活用ください。詳細は下記ホームページをご覧ください。

▷ＷＥＢ版マイ・タイムラインの作成について
　�　県が作成した「ＷＥＢ版マイ・タイムライン作成システム」では、スマートフォン等で簡単にマイ・タイ
ムラインを作成することができます。パソコンやスマートフォンをお持ちの方は、ご活用ください。

▲ＷＥＢ版マイ・タイムライン
　作成システム（県ＨＰ）

▲我が家のタイムライン ▲北茨城市洪水対応タイムライン

北茨城市洪水対応タイムライン（防災行動計画）
気象・水象情報 茨城県、関係機関等 北茨城市 住民等（マイ・タイムライン）

台
風
接
近

台
風
上
陸

- 72ｈ

- 48ｈ
- 24ｈ

レベル
１
水位

レベル
２
水位

（注意）

レベル
３
水位

（警戒）

レベル
４
水位

（危険）

レベル
５
氾濫
発生

水防団待機水位到達

避難判断水位到達

氾濫危険水位到達

計画高水位到達
越流

大北川(磯原)：2.3m
花園川(豊田)：1.6ｍ

大北川(磯原)：3.0m
花園川(豊田)：2.6ｍ

大北川(磯原)：3.5m
花園川(豊田)：3.2ｍ

大北川(磯原)：5.0m
花園川(豊田)：5.0ｍ

〇全職員の約半数を配備
〇避難指示発令の判断
〇災害派遣要請の判断
〇避難者支援
〇被害状況の把握

〇早期注意報情報（警報級の可能性）
〇台風予報（随時）
〇台風に関する茨城県気象情報（随時）
〇台風に関する説明会（随時）
〇大雨注意報・洪水注意報発表
〇暴風警報発表

〇施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・
操作確認

〇災害対策用資機材・復旧資機材等の確保
〇リエゾン体制の確認
〇協力機関の体制確認
〇ダム事前放流の指示・確認

〇体制の確認、庁内各課への注意喚起
〇ゲート、樋管、ポンプ等の施設、水防資機材
の点検・確認

〇消防団等への注意喚起
〇休校の判断、市主催事業等の中止の検討
〇資機材、応援体制の確認
〇体制協議、自主避難所開設の検討

〇テレビ、ラジオ、インターネット等による
気象情報等の確認

命の危険直ちに安全確保！

危険な場所から全員避難

危険な場所から高齢者等は避難

自らの避難行動を確認

災害対策本部設置【第２非常配備】

災害警戒体制本部設置【第１非常配備】

警戒レベル３
高齢者等避難発令

警戒レベル４
避難指示発令

警戒レベル５
緊急安全確保発令

災害対策本部 継続【第３非常配備】
〇全職員を配備
〇緊急安全確保発令の判断
〇要救助者の捜索・救助
〇災害救助法の申請
〇災害派遣要請
〇広域支援・連携の要請
（リエゾン、TEC-FORCE）

〇気象・水象情報の収集
〇高齢者等避難発令の判断
〇避難所開設
〇各班での災害対応
〇災害派遣要請の条件確認
〇体制移行の判断

災害警戒体制本部継続

〇気象・水象情報の収集
〇消防団等によるパトロールの実施
〇早期の避難情報発令の判断
〇避難所開設検討
〇各班での災害対応確認

【注意非常配備】
〇総務課・消防本部職員から必要な職員を配備
〇気象情報の収集
〇今後の見通しの庁内情報共有
〇施設等の確認
〇住民への防災情報の発信

災害への心構えを高める

〇ハザードマップ等による避難所、避難ルート
の確認
避難先 【 】
移動手段【 】
避難時間【 分】

〇非常時持出し品の確認
〇備蓄品の確認
〇自宅の水害対策

〇テレビ、インターネット、防災メール等に
よる大雨や防災情報等の確認

〇防災行政無線、防災メール配信等による
避難情報の受信

〇高齢者等の要配慮者は避難開始
（浸水想定区域にお住まいの方）
〇それ以外の方は避難の
準備を開始

〇防災行政無線、防災メール配信等による
避難情報の受信

〇避難開始（浸水想定区域にお住いの方）
〇被害状況の報告

〇直ちに命を守る最善の行動をとる
（住宅の２階へ移動するなど）

〇大雨特別警報発表

〇水門、樋門、排水機場等の操作
〇応援体制の確認・要請
〇波浪による堤防の巡視

〇河川等の巡視
〇波浪による堤防の巡視
〇ダム緊急放流の検討
〇防災気象情報の提供

〇河川の漏水・浸食等情報の提供
〇高齢者等避難発令に関する助言
〇ダム緊急放流
〇ホットライン
（高萩工事事務所長→市長、総務課長）

〇河川の漏水・浸食等情報の提供
〇内水氾濫状況の把握
〇避難指示発令に関する助言
〇ホットライン
（高萩工事事務所長→市長）
（茨城県知事→市長）

〇被害状況の把握
〇復旧対策の検討
〇現地対策本部設置
〇被害状況・調査結果等の公表

水防警報（出動）
洪水予報（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

洪水予報（氾濫危険情報）

洪水予報（氾濫発生情報）

〇大雨・洪水警報発表
〇記録的短時間大雨情報発表

我が家
の避難 ✅

我が家
の避難 ✅

※いずれかの避難する
タイミングをチェック

避難完了！

氾濫注意水位到達
大北川(磯原)：2.6m
花園川(豊田)：2.0ｍ

※市防災メール
登録はこちら→

〇高潮警報発表
〇高潮特別警報発表

水防警報（待機・準備）

氾濫
発生

- 0ｈ
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北茨城市役所　☎43-1111

講演会

　災害から身を守るためには、日頃の備えや避難のタイミング等を決め

ておくことが大切です。

　住んでいる所がどんな災害が想定されるかを知って、どのような災害

の備えが必要になるかを一緒に考えてみませんか？お申し込みの上、ぜ

ひご参加ください（無料）。

　▷と　　き　９月１７日㈯　午後１時３０分（開場：午後１時～）

　▷と こ ろ　市民ふれあいセンター

　▷申込方法　�電話または右記の申込フォーム（ＱＲコード）から申し込み

　▷申込期間　９月１５日㈭まで

　▷主　　催　北茨城市在宅医療・介護連携推進協議会

　※�新型コロナウイルス感染症の感染状況により中止となる場合があります。
▲申込用ＱＲコード

�申 問元気ステーション（大友、高橋）☎４４－７１１１

災害時の備えはありますか？～わが家の避難計画を考えてみましょう～

新型コロナウイルス感染症による
小学校休業等対応助成金の対象期間等が延長されました

　厚生労働省では、新型コロナウイルス感染症の影響による小学校等の臨時休業等により仕事を休

まざるを得ない労働者に対して、有給の休暇を取得させた事業主を対象とした「新型コロナウイル

ス感染症による小学校休業等対応助成金（小学校助成金）」を、令和３年９月３０日から再開し、令

和３年８月１日から令和４年６月３０日までに取得した休暇について支援を行っていましたが、今

回、その対象となる休暇の取得期間が令和４年９月３０日まで再び延長されました。

　また、「小学校休業等対応助成金に関する特別相談窓口（特別相談窓口）」を労働局に開設し、労

働者の方からの「企業にこの助成金を利用してもらいたい」等の相談に応じて、事業主へ小学校助

成金の活用の働きかけを行っていますが、特別相談窓口の開設期間についても令和４年１２月２８日

まで延長します。

問【小学校助成金】
　　小学校休業等対応助成金・支援金コールセンター　☎０１２０－８７６－１８７

　【特別相談窓口】
　　茨城労働局雇用環境・均等室　　☎０２９－２７７－８２９５
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110 緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

第第2626回参議院議員通常選挙の結果回参議院議員通常選挙の結果
７月 10 日㈰に行われた参議院議員通常選挙の投開票結果は次のとおりです。

選挙区選出議員選挙

※�按分票があった政党等については、小数点第３位まで表示して
います。

比例代表選出議員選挙

【投票結果】
男 女 計

当日有権者数 １８，０２０人 １８，０３８人 ３６，０５８人

投票者数 ８，３６１人 ８，４３１人 １６，７９２人

投票率 ４６.４０％ ４６.７４％ ４６.５７％

【開票結果】
候補者名 

（届出順） 所属党派 市における
得票数

県全体での
得票数

きくち　まさや 参政党 ５６０ ４８,５８２

堂 込　まきこ 無所属 ３,３０３ １９７,２９２

ささき　りか 日本維新の会 ２,１５７ １５９,０１７

にわ　茂之 ＮＨＫ党 ２４０ １４,７２４

かとうあきよし 自由民主党 ８,０６２ ５４４,１８７

村田　大地 ＮＨＫ党 ２７８ １６,９６６

大内　くみ子 日本共産党 １,３６０ １０５,７３５
なかんだかり

てつまさ 無所属 ８９ ４,８６６

合　計 １６,０４９ １,０９１,３６９

【投票結果】
男 女 計

当日有権者数 １８，０２０人 １８，０３８人 ３６，０５８人

投票者数 ８，３６０人 ８，４３１人 １６，７９１人

投票率 ４６.３９％ ４６.７４％ ４６.５７％

【開票結果】
政党名（届出順） 市における得票数 県全体での得票数

幸福実現党 ７３ ２,２０５
日本維新の会 １,８１７ .５５８ １４６,３８７ .９０７

れいわ新選組 ５６１ .０９９ ４３,０４５ .８００

公明党 ２,５９０ .３００ １４６,３５９ .８２６

ごぼうの党 ６５ ４,０３９ .０３１

立憲民主党 １,８９７ .２６０ １１８,４６３ .３２９

国民民主党 １,２７３ .７０７ ６７,６２７ .３６０

参政党 ３２６ .７８２ ３２,７３６ .４８７

日本第一党 ２４ １,８９１ .８２３

日本共産党 ７８４ .０３０ ６２,９９８ .７４６

新党くにもり １６ １,２５６
自由民主党 ６,１８２ .９８７ ４２８,１９９ .０９３

社会民主党 ３５１ .５６９ ２５,１０７ .６１６

ＮＨＫ党 ３１１ .７００ ２４,８８０ .６５３

維新政党・新風 ３０ ９５０
合　計 １６,３０４ .９９２ １,１０６,１４８ .６７１

��問 �総務課内　選挙管理委員会事務局�内３２１、３２２
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広報 きたいばらき ８月号 広報 きたいばらき ８月号

北茨城市役所　☎43-1111

日
本
郵
便
株
式
会
社
と
包
括

日
本
郵
便
株
式
会
社
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

　

６
月
21
日
に
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

市
と
日
本
郵
便
株
式
会
社
と
は
、
こ
れ

ま
で
も
高
齢
者
の
見
守
り
等
活
動
を
相
互

に
協
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
の
発
展

と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し

て
、
包
括
的
な
相
互
連
携
の
も
と
協
働
に

よ
る
様
々
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
企
画
政
策
課　

企
画
調
整
係

　

�

（
松
野
）
内
２
３
３

各
手
当
の
現
況
届
を

各
手
当
の
現
況
届
を

��

忘
れ
ず
に

忘
れ
ず
に

　

左
記
の
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

提
出
期
間
内
に
現
況
届
を
忘
れ
ず
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
11
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
現
在
左
記
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
、
事
前
に
届

出
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

※�

届
か
な
い
場
合
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ご
存
知
で
す
か

ご
存
知
で
す
か

　
　
　
　

児
童
扶
養
手
当

　
　
　
　

児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
児
童
（
18
歳
の
誕

生
日
後
の
最
初
の
３
月
末
日
ま
で
）
を
監

護
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
等
（
離
婚
、

未
婚
、
死
別
等
）
の
父
、
母
、
ま
た
は
父

母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
手
当
を

受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

ま
ず
は
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
手
当
額

※
受
給
者
ま
た
は
同
居
親
族
の
所
得
状
況

　

に
よ
り
支
給
停
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

※
対
象
児
童
を
監
護
し
て
い
な
い
方
、
事

　

実
上
の
婚
姻
関
係
が
あ
る
方
は
対
象
外

　

と
な
り
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

�

内
１
３
４

養育する児童数 手当額（加算額）

１人 １０，１６０円～
４３，０７０円

２人 １５，２５０円～
５３，２４０円

３人目以降
��３，０５０円～

６，１００円
（人数に応じて上記の額に加算）

※所得に応じて変動します

手当名 届出名 提出期間

児童扶養手当 現況届 ８月１日㈪～３１日㈬

　　　　　問子育て支援課　児童福祉係（滝）内１３４

手当名 届出名 提出期間

特別児童扶養手当 所得状況届

８月１２日㈮～９月９日㈮特別障害者手当
障害児福祉手当
経過的福祉手当

現況調査表

　　　　　問社会福祉課　障がい地域福祉係（鈴木（優））内１３７
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広報 きたいばらき ８月号 広報 きたいばらき ８月号

問学校教育課　（川和）内４４０

令和４年 北茨城市・高萩市合同中学校総合体育大会
６月 17 日㈮、18 日㈯　磯原地区公園テニスコート　他

団 体 戦 第１位 第２位 第３位 団 体 戦 第１位 第２位 第３位

軟 式 野 球 中 郷 中 常 北 中 磯 原 中 体 操 男 子 磯 原 中

サ ッ カ ー 秋 山 中 中 郷 中 常 北 中 体 操 女 子 磯 原 中

バスケットボール男子 松 岡 中 中 郷 中 高 萩 中 卓 球 男 子 中 郷 中 松 岡 中 秋 山 中

バスケットボール女子 中 郷 中 常 北 中 磯 原 中 卓 球 女 子 中 郷 中 高 萩 中 磯 原 中

バレーボール女子 中 郷 中 磯 原 中 高 萩 中 柔 道 男 子 高 萩 中 中 郷 中 磯 原 中

ソフトテニス男子 中 郷 中 磯 原 中 秋 山 中 柔 道 女 子 磯 原 中 中 郷 中 高 萩 中

ソフトテニス女子 中 郷 中 磯 原 中 高 萩 中 剣 道 男 子 磯 原 中 中 郷 中 常 北 中

剣 道 女 子 中 郷 中 磯 原 中 高 萩 中

個 人 戦　※市内の方のみ掲載

体操男子 １位 會田　修成（磯原）　２位 山縣慎太郎（磯原）　３位 蛭田　悠煌（磯原）

体操女子 １位 大曽根杏美（磯原）　２位 加倉井優梨（磯原）　３位 藁谷　茉央（磯原）

ソフトテニス男子 １位 鈴木・渡邊（中郷）　２位 佐川・鳥居塚（関本）　３位 小野・片野（中郷）

ソフトテニス女子 １位 吉田・揚石（中郷）　２位 畠山・原田（中郷）　３位 新居・前岡（磯原）

卓球男子・単 ２位 小島　梁駆（中郷）　３位 吉原　勇成（中郷）　

卓球女子・単 １位 和氣　令奈（磯原）　２位 長瀬　日和（中郷）　３位 鈴木　七海（中郷）

卓球男子・複 １位 伊藤・皆川（中郷）　２位 鈴木拓・鈴木舶（中郷）　３位 小沼・仁藤（中郷）

卓球女子・複 １位 柏木・中村（中郷）

柔道男子 50kg 級 ２位 伊藤　　玲（磯原）　３位 山本奨太朗（磯原）

柔道男子 55kg 級 １位 佐川　優人（常北）　２位 千田　風雅（磯原）　３位 木村虎太朗（中郷）

柔道男子 60kg 級 １位 澤畠　陽空（常北）　２位 田中虎汰郎（磯原）　３位 馬場　遙翔（常北）

柔道男子 66kg 級 ２位 山形　隼斗（磯原）

柔道男子 73kg 級 １位 坂本　貴空（中郷）　２位 村中　大斗（磯原）

柔道男子 90kg 級 １位 草野　大介（中郷）

柔道女子 44kg 級 １位 酒井　礼菜（磯原）　２位 菊地つぐみ（中郷）　３位 小野崎琉夏（磯原）

柔道女子 48kg 級 １位 當山かれん（磯原）

柔道女子 52kg 級 １位 伊藤　　光（常北）

柔道女子 70kg 級 １位 畠山　瑞希（中郷）

柔道女子 70kg 超級 ２位 堀内穂乃華（中郷）　３位 小林絵理奈（磯原）

剣道男子 １位 計良　一颯（中郷）　２位 皆川　匠磨（磯原）　３位 杉本　　善（磯原）・丹　　颯真（常北）

剣道女子 １位 鈴木　姫望（中郷）　２位 田中　美結（中郷）　３位 大平こむぎ（磯原）・米澤　茉央（磯原）
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広報 きたいばらき ８月号 広報 きたいばらき ８月号

北茨城市役所　☎43-1111

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度��

市
奨
学
資
金
の

市
奨
学
資
金
の

支
給
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

支
給
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

　

市
で
は
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
有

用
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
瓦
葺
利
夫
人
材
育
成
基
金
」
を
財
源
と

し
て
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
大
学
へ
の
進

学
が
困
難
な
方
に
対
し
、
奨
学
資
金
の
支

給
を
行
い
ま
す
。

▽
申
請
者
の
主
な
要
件

�

・�

学
力
（
ま
た
は
、
文
化･
芸
術
等
に
お

け
る
成
績
）
お
よ
び
資
質
に
優
れ
、
進

学
目
的
が
明
確
で
あ
り
学
習
意
欲
が

高
い
者
で
あ
る
こ
と

�

・�

令
和
５
年
３
月
に
高
等
学
校
等
を
卒
業

し
、
大
学
へ
の
進
学
を
予
定
し
て
い
る

こ
と
（
短
期
大
学
、
専
門
学
校
、
高
等

専
門
学
校
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

�

・�

本
人
の
属
す
る
世
帯
が
申
請
時
点
で
市

内
に
３
年
以
上
住
民
登
録
が
あ
る
こ

と

�

・�

本
人
の
属
す
る
世
帯
が
生
活
保
護
ま
た

は
非
課
税
世
帯
で
あ
る
、
ま
た
は
そ
の

他
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
世
帯
で
あ
る
こ
と

�

・�

本
人
の
属
す
る
世
帯
に
市
税
等
の
滞
納

が
な
い
こ
と

�

・�

同
種
の
奨
学
金
の
給
付
（
返
還
免
除
規

定
の
あ
る
貸
与
を
含
む
）
を
受
け
る
予

定
が
な
い
こ
と

▽
支
給
人
数　

若
干
名

▽
奨
学
資
金
の
額

�

・
入
学
支
度
金
10
万
円

�

・
奨
学
金
60
万
円
（
年
額
）

▽
奨
学
生
の
選
考

　

�

奨
学
生
審
査
委
員
会
に
お
い
て
、
申
請

書
類
お
よ
び
面
接
に
よ
り
審
査

▽
申
請
方
法

　

�

10
月
７
日
㈮
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
左

記
窓
口
ま
で
持
参

※�

申
請
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
左

記
窓
口
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問
教
育
総
務
課　

総
務
学
務
係

�

（
齋
藤
）
内
４
５
２

令
和
５
年
度　

地
域
特
定
推

令
和
５
年
度　

地
域
特
定
推

薦
入
学
試
験（
日
立
メ
デ
ィ
カ

薦
入
学
試
験（
日
立
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
看
護
専
門
学
校
）

ル
セ
ン
タ
ー
看
護
専
門
学
校
）

　

地
域
特
定
推
薦
と
は
、
市
内
に
住
ん
で

い
て
日
立
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
看
護
専

門
学
校
へ
入
学
を
希
望
す
る
方
を
、
市
長

が
推
薦
す
る
制
度
で
す
。
詳
細
は
「
学
生

募
集
要
項
」
を
看
護
専
門
学
校
か
ら
取
り

寄
せ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

対
象
者　

本
人
ま
た
は
保
護
者
が
市
内

に
住
所
を
有
す
る
方

▽
募
集
学
科　

看
護
学
科
（
看
護
師
養
成

　

３
年
課
程
全
日
制
）

▽
推
薦
受
付
期
間　

　

８
月
15
日
㈪
～
９
月
９
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
日
・
祝
日

　

を
除
く
）

▽
申
込
方
法　
「
地
域
特
定
推
薦
入
学
推

　

�

薦
願
」（
日
立
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

看
護
専
門
学
校
で
配
布
す
る
学
生
募
集

要
項
の
中
の
様
式
使
用
）
に
住
民
票
を

添
付
し
、
直
接
左
記
窓
口
へ

※
必
ず
本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
支
援
課　

�

（
阿
部
）
内
１
９
５

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

地
域
特
定
推
薦
入
学
試
験（
茨
城

地
域
特
定
推
薦
入
学
試
験（
茨
城

キ
リ
ス
ト
教
大
学

キ
リ
ス
ト
教
大
学��

看
護
学
部
）

看
護
学
部
）

　

地
域
特
定
推
薦
と
は
、
地
域
の
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
茨
城
キ
リ

ス
ト
教
大
学
看
護
学
部
へ
入
学
を
希
望
す

る
方
を
市
長
が
推
薦
す
る
制
度
で
す
。
応

募
の
詳
細
は
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学

生
募
集
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者　

　

左
記
全
て
の
条
件
を
満
た
す
方

�

・�

令
和
５
年
３
月
に
高
校
を
卒
業
見
込

で
、
本
学
を
第
一
志
望
と
し
、
合
格
し

た
場
合
は
必
ず
入
学
す
る
方

�

・�

本
人
ま
た
は
保
護
者
が
市
内
に
住
所
を

有
す
る
方

�

・�

全
体
の
評
定
平
均
が
３
・
８
以
上
の
方

�

・�

資
格
取
得
後
、
地
域
の
保
健
、
医
療
、

福
祉
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
方

▽ 

申
込
方
法　

９
月
12
日
㈪
か
ら
10
月
21

日
㈮
ま
で
に
推
薦
書
（
地
特
様
式
２
）、

地
域
特
定
推
薦
入
試
用
の
志
望
理
由
書

（
地
特
様
式
３
）
を
記
入
し
、
住
民
票

を
添
付
し
て
直
接
左
記
窓
口
へ

※�

志
願
者
は
出
身
学
校
長
か
ら
推
薦
さ
れ

る
こ
と
を
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

事
前
に
左
記
へ
連
絡
の
う
え
、
必
ず
本

人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
問
健
康
づ
く
り
支
援
課

�

（
板
橋
）
内
１
９
５

【
推
薦
手
続
き
以
外
に
つ
い
て
】

問
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学　

入
試
広
報
部

�
☎
０
２
９
４

－

54

－

３
２
１
２

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

第
36
回
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

▽
と
き　

６
月
18
日
㈯�

▽ 

と
こ
ろ　

関
南
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
ク

ロ
ッ
ケ
ー
コ
ー
ト

　

優　

勝
：
友
好
会

　

準
優
勝
：
矢
指
会

　

第
三
位
：
汐
見
ケ
丘

問
生
涯
学
習
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

�

内
４
２
１
、４
２
２

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等

��

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
対
策
の
上
、

内
容
等
を
簡
素
化
す
る
な
ど
し
て
行
う
予

定
で
す
。
た
だ
し
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
内
容
等
の
変
更
又
は
開
催
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

第
30
回 

市
民
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

▽
と
き　

９
月
22
日
㈭�

▽ 

と
こ
ろ　

関
南
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
ク

ロ
ッ
ケ
ー
コ
ー
ト

▽
申
込
方
法

　

９
月
８
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

申
問
生
涯
学
習
課　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

�

（
冨
岡
）
内
４
２
２
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親
子
で「
机
」と「
イ
ス
」を

親
子
で「
机
」と「
イ
ス
」を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

木
材
へ
の
親
し
み
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
や
親
子
の
ふ
れ
あ
う
機
会
の
提
供
を

目
的
と
し
て
、
地
元
の
間
伐
材
を
利
用
し

た
親
子
木
工
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
親
子

で
地
元
産
の
木
材
を
使
用
し
「
モ
ノ
づ
く

り
」
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　

10
月
22
日
㈯

【
第
１
部
】　

８
時
30
分
～
10
時

【
第
２
部
】　

11
時
～
終
わ
り
次
第

▽
と
こ
ろ　

　

旧
華
川
中
学
校
体
育
館（
上
履
き
持
参
）

▽ 

対
象
者　

市
内
在
住
で
小
学
生
以
下
の

子
が
い
る
ご
家
族

※
製
作
は
１
家
族
に
つ
き
１
つ
。

▽
参
加
費　

１
組
２
千
円

※�

工
具
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
願
い
ま
す
。

▽
募
集
人
数　

56
組

※�

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
来
年
度
小

学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
が
優
先
。

▽ 

内
容　

学
習
机
、
本
棚
お
よ
び
イ
ス
の

製
作
（
材
料
は
事
前
に
キ
ッ
ト
化
さ
れ

て
い
ま
す
）

▽ 

申
込
方
法　

９
月
22
日
㈭
ま
で
に
住

所
、
氏
名
（
親
、
子
、
子
の
学
年
）、

電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
下
記
へ

※�

旧
華
川
中
学
校
体
育
館
を
使
用
し
て
実

施
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
り
変
更
ま
た
は

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
問
農
林
水
産
課　

農
政
係

�

（
金
澤
）
内
３
８
４

�

FAX
43

－

１
１
０
８

浄
化
槽
の
法
定
検
査
は

浄
化
槽
の
法
定
検
査
は

毎
年
受
検
し
て
く
だ
さ
い

毎
年
受
検
し
て
く
だ
さ
い

　

浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
で
汚
水
を
き

れ
い
に
し
て
放
流
す
る
装
置
で
す
。

　

適
切
な
維
持
管
理
を
実
施
し
な
い
と
浄

化
槽
の
故
障
や
機
能
の
低
下
を
招
き
、
悪

臭
や
水
質
汚
濁
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
浄

化
槽
を
設
置
、
使
用
し
て
い
る
方
は
次
の

①
か
ら
③
を
毎
年
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

法
定
検
査　
浄
化
槽
が
正
常
に
維
持
さ

れ
て
い
る
か
外
観
・
水
質
・
書
類
を
検

査
し
ま
す
。
年
に
１
回
受
検
し
て
く
だ

さ
い
。

② 

保
守
点
検　
機
器
の
点
検
、
調
整
、
消

毒
剤
の
補
給
な
ど
を
年
に
３
～
４
回
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 
清
掃　
浄
化
槽
内
に
た
ま
っ
た
汚
泥
等

を
年
１
回
以
上
抜
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
県
北
県
民
セ
ン
タ
ー
環
境
・
保
安
課

�
☎
０
２
９
４

－

80

－

３
３
５
５

　

市
生
活
環
境
課�

内
３
７
４

　

公
益
社
団
法
人
茨
城
県
水
質
保
全
協
会

�

☎
０
２
９

－

２
９
１

－

４
０
０
４

個
人
事
業
税
の
納
期
内
納
付

個
人
事
業
税
の
納
期
内
納
付

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　

８
月
は
、
個
人
事
業
税
の
第
１
期
分
を

納
め
る
月
で
す
。
納
税
通
知
書
は
、
８
月

中
旬
頃
お
手
元
に
届
き
ま
す
。
納
期
限
の

８
月
31
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
な

お
、
納
税
は
口
座
振
替
制
度
も
利
用
で
き

ま
す
。

�
問

常
陸
太
田
県
税
事
務
所　

高
萩
支
所

　

個
人
事
業
税
担
当�

☎
22

－

２
０
１
９

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー「
入
会
登
録
無
料

セ
ン
タ
ー「
入
会
登
録
無
料

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
ご
案
内

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」の
ご
案
内

　

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
県
が
労
働
団
体
と
共
同
で
設
立
し
た

団
体
で
あ
り
、
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の

方
を
対
象
に
、
会
員
登
録
制
に
よ
る
パ
ー

ト
ナ
ー
探
し
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
導
入
し
た
Ａ
Ｉ
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
更
な
る
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
女
性
を
対
象
に
、
入
会
登
録
料
（
通

常
１
万
１
千
円
ま
た
は
２
万
２
千
円
）
の

無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
期
間

　

８
月
２
日
㈫
～
11
月
１
日
㈫

▽
対
象
者

　

期
間
中
、
セ
ン
タ
ー
に
入
会
登
録
す
る

　

女
性

　

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、
左
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
㏋� https://w

w
w

.ibccnet.com

申
問
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

�

☎
０
２
９

－

２
２
４

－

８
８
８
８

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
へ
の
入
会
登
録
を
助
成

ン
タ
ー
へ
の
入
会
登
録
を
助
成

し
て
い
ま
す

し
て
い
ま
す

　

市
で
は
、
市
内
に
居
住
す
る
未
婚
の
男

女
の
出
会
い
や
相
談
の
場
を
提
供
し
、
結

婚
へ
の
実
現
を
図
る
た
め
、「
い
ば
ら
き

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
へ
の
入
会

登
録
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

前
記
事
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
対
象
に
な
ら
な

い
方
は
、
こ
ち
ら
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▽
条
件

①�

セ
ン
タ
ー
で
面
接
を
行
い
、
本
登
録
を

し
た
方

②�

本
登
録
日
時
点
で
１
年
以
上
北
茨
城
市

に
住
ん
で
お
り
、
現
在
独
身
の
方

③
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

※�

本
登
録
日
か
ら
１
年
以
内
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
助
成
金
額

　

１
万
円
（
１
千
円
は
自
己
負
担
で
す
）

申
問
子
育
て
支
援
課　

児
童
福
祉
係

�

（
堀
口
）
内
１
３
４

緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

仰げば阿武隈の山なみに、望めば黒潮の躍動に教えられ鍛えられ、
先人の遺産を受けつぎ私たちは手をとり合って
平和で活力にみちたまちづくりのため　この憲章を定めます。

１ からだをきたえ　健康で働き　豊かなまちをつくりましょう
１ 自然を愛し　明るく美しいまちをつくりましょう
１ 思いやりと感謝の心で　住みよいまちをつくりましょう
１ 教養を深め　文化の香り高いまちをつくりましょう
１ 伝統をふまえ　未来にはばたく若い力が育つまちをつくりましょう

北茨城市民憲章
（昭和５６年６月１３日制定）
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９
月
９
月
1010
日
は「
下
水
道
の
日
」

日
は「
下
水
道
の
日
」

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す

下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
３
年
以
内
に

　

下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

区
域
で
、
現
在
く
み
取
り
式
の
ト
イ
レ
を

使
用
し
て
い
る
方
は
、
下
水
道
が
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
日
（
告
示
に
よ
る
供
用
開

始
の
日
）
か
ら
３
年
以
内
に
水
洗
ト
イ
レ

に
改
造
し
、
下
水
道
へ
接
続
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
の
方
で
、

ま
だ
接
続
し
て
い
な
い
方
は
、
早
期
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�

水
洗
化
率
77
・
55
％
（
令
和
４
年
３
月

31
日
現
在
）

※�

水
洗
化
率
：
下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
人
口
の
う
ち
、
下
水
道
を

利
用
し
て
い
る
人
口
の
割
合

接
続
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

下
水
道
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
個
人

負
担
で
宅
地
内
の
接
続
工
事
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
接
続
工
事
は
市
の
指
定
す

る
工
事
店
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

油
や
ゴ
ミ
、
危
険
物
（
ア
ル
コ
ー
ル
、

ガ
ソ
リ
ン
、
薬
品
）
な
ど
を
流
し
て
し
ま

う
と
、
下
水
処
理
場
の
機
能
低
下
や
管
の

詰
ま
り
、
破
損
、
事
故
（
爆
発
な
ど
）
の

原
因
と
な
り
、
下
水
道
の
寿
命
を
縮
め
て

し
ま
い
ま
す
。
み
ん
な
で
使
う
公
共
の
財

産
で
す
の
で
、
一
人
一
人
が
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
下
水
道
課　

管
理
係�

（
丹
）�

内
２
６
２

　

�

事
業
係
（
神
長
）�

内
２
６
４

遊
休
農
地
調
査
と

遊
休
農
地
調
査
と

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
農
業
後
継
者
不
足

な
ど
か
ら
、
農
用
地
の
荒
廃
、
遊
休
化
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
市
農
業
委
員
会

で
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、
遊

休
農
地
の
所
在
や
状
況
、面
積
を
把
握
し
、

荒
廃
農
地
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
農
地
へ
の
立
ち
入
り
や
聞
き
取
り

等
の
調
査
の
際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局�

�

（
岩
渕
）
内
２
９
１

「
北
茨
城
市
農
業
振
興
地
域
整

「
北
茨
城
市
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
」の
総
合
的
な
見
直
し

備
計
画
」の
総
合
的
な
見
直
し

を
行
い
ま
す

を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
に
か
け
て
「
北
茨
城
市
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
」
を
総
合
的
に
見
直
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、「
農
業
振
興
地
域
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
農
業
を
振

興
す
べ
き
地
域
の
指
定
と
当
該
地
域
の
整

備
の
た
め
の
施
策
を
計
画
的
に
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
定
め
た
も
の
で
す
。な
お
、

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
は
、
原
則
と

し
て
農
地
以
外
の
利
用
（
農
地
の
転
用
）

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
農
地
を
農

業
以
外
の
目
的
で
利
用
す
る
場
合
は
、
事

前
に
農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
か
ら
の

除
外
（
農
振
除
外
）
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

【
農
振
除
外
申
請
の
受
付
お
よ
び
一
時
停

止
に
つ
い
て
】　

　

農
振
除
外
の
申
請
は
、年
２
回
（
４
月
・

10
月
）
受
付
け
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
総

合
見
直
し
に
伴
い
、
令
和
５
年
度
分
の
申

請
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
（
令
和
４
年
度
分

は
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
）。
そ
の
た
め
、

令
和
４
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
に
か
け

て
、
農
振
除
外
の
申
請
を
検
討
し
て
い
る

方
は
、
令
和
４
年
10
月
末
日
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間　

　

10
月
３
日
㈪
～
10
月
31
日
㈪

※
上
期
分
の
受
付
期
間
は
既
に
終
了
し
て

　

い
ま
す
。

▽
受
付
の
一
時
停
止
期
間　

　

11
月
１
日
㈫
か
ら
総
合
見
直
し
完
了
ま
で

※
受
付
再
開
は
、
令
和
６
年
４
月
受
付
分

　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
問
農
林
水
産
課　

農
政
係

�
�

内
３
８
３
～
３
８
５

平潟地区漁業集落排水施設

汚水処理場

下
水
道
の
整
備
区
域

※�

地
図
に
は
今
後
整
備
予
定
の
区
域
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
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メ
ー
ル

配
信
登
録

年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

年
金
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

　

公
的
年
金
の
受
給
者
や
被
保
険
者
が
亡

く
な
っ
た
と
き
は
、
市
民
課
へ
の
届
出
と

は
別
に
、
年
金
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

葬
儀
等
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

受
給
者
・
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と

き
の
給
付

 

・
未
支
給
年
金

　

�

受
給
者
が
ま
だ
受
け
取
れ
て
い
な
い
年

金
や
、
亡
く
な
っ
た
日
よ
り
あ
と
に
振

り
込
ま
れ
た
年
金
の
う
ち
、
亡
く
な
っ

た
月
ま
で
の
年
金
を
請
求
す
る
手
続
き

で
す
。

※�

生
計
同
一
の
３
親
等
内
親
族
に
限
り
支

給
さ
れ
ま
す
。

�

・
遺
族
基
礎
年
金

　

�

国
民
年
金
保
険
の
被
保
険
者
が
亡
く

な
っ
た
と
き
、
そ
の
方
に
よ
っ
て
生
計

維
持
さ
れ
て
い
た「
子
の
い
る
配
偶
者
」

ま
た
は
「
子
」
が
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

※�「
子
」と
は
、18
歳
到
達
年
度
末
日
ま
で

に
あ
る
子
ど
も
を
指
し
ま
す
。

�

・
遺
族
厚
生
年
金

　

�

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
中
ま
た
は

被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
が
亡
く
な
っ
た

と
き
、
そ
の
方
に
よ
っ
て
生
計
維
持
さ

れ
て
い
た
遺
族
が
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

�

・
寡
婦
年
金

　

�

国
民
年
金
保
険
料
を
10
年
以
上
納
付

（
免
除
期
間
を
含
む
）
し
た
夫
が
年
金

を
受
給
せ
ず
に
亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ

の
夫
と
10
年
以
上
婚
姻
期
間
が
あ
り
、

夫
に
生
計
維
持
さ
れ
て
い
た
妻
が
60
歳

か
ら
65
歳
ま
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�

・
死
亡
一
時
金

　

�

国
民
年
金
保
険
料
を
３
年
以
上
納
付
し

た
方
が
年
金
を
受
給
せ
ず
に
亡
く
な
っ

た
と
き
、
そ
の
方
と
生
計
同
一
に
あ
っ

た
遺
族
が
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

こ
れ
ら
の
給
付
は
、
納
付
期
間
以
外
に

も
受
給
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
届
出
先
に
つ
い
て

�

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

　
（
無
職
、
学
生
、
自
営
業
な
ど
の
方
）

　

→
保
険
年
金
課
へ

�
・
国
民
年
金
第
２
号
被
保
険
者

　
（
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
方
）

　

→
年
金
事
務
所
へ

�

・
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

　

�（
第
２
号
被
保
険
者
の
扶
養
配
偶
者
の
方
）

　

→
年
金
事
務
所
へ

問
保
険
年
金
課　

医
療
年
金
係

�
（
藤
枝
）
内
１
８
８

　

日
立
年
金
事
務
所　
　
　
　
　
　

�

☎
０
２
９
４

－

24

－

２
１
９
３

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
加
入
者
（
35
歳

～
74
歳
）
の
皆
さ
ん
へ

脳
ド
ッ
ク
の
受
診
者
を

脳
ド
ッ
ク
の
受
診
者
を

��

追
加
募
集

追
加
募
集
し
ま
す

し
ま
す

▽
申
込
資
格　

　

�

令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
で
35
歳
以
上

の
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、か
つ
、

国
保
税
に
滞
納
が
な
い
世
帯
の
方

▽
注
意
事
項

�

・�

受
診
日
時
点
で
国
保
の
資
格
を
喪
失
し

て
い
る
方
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
、
治
療
中
の
方
、
妊

娠
中
の
方
は
対
象
外
で
す
。

�

・�

先
着
順
で
の
受
付
に
な
る
た
め
、
お
早

め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

�

・�

令
和
２
年
度
、
令
和
３
年
度
に
脳
ド
ッ

ク
の
補
助
を
受
け
た
方
は
、
今
年
度
の

脳
ド
ッ
ク
の
補
助
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

�

・�

今
年
度
の
短
期
人
間
ド
ッ
ク
受
診
補
助

金
の
申
込
み
を
し
て
い
る
方
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

▽
申
込
方
法　

　

�

印
鑑
、
国
保
の
保
険
証
を
持
参
し
左
記

窓
口
へ

※�

電
話
お
よ
び
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

検
査
内
容
や
申
込
資
格
な
ど
、
詳
し
く

は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
保
険
年
金
課　

保
険
係

�
☎
43

－

１
１
１
８
（
直
通
）

�
（
沼
田
）
内
１
８
４

種  別 脳ドック

ドック日程

�・月～金曜日（祝日を除く）実施
�・受付開始時間
　①午後３時２０分～
　②午後４時～
�・①、②各１人（１日計２人）まで

募集人数 ８０人（先着順）

自己負担 ９，０００円

健診会場 北茨城市民病院

募集期間 定員に達し次第終了
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
を
対
象
と
し
た

高
齢
者
を
対
象
と
し
た

無
料
の
歯
科
健
診
を
実
施
し
ま
す

無
料
の
歯
科
健
診
を
実
施
し
ま
す

　

高
齢
者
の
口
腔
機
能
の
低
下
や
肺
炎
等

の
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
に
、
無
料
の
歯

科
健
康
診
査
を
９
月
１
日
㈭
か
ら
12
月
31

日
㈯（
歯
科
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く
）

に
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象
者

　

�

県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
で

①�

昭
和
21
年
４
月
１
日
～
昭
和
22
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
方

②�

昭
和
16
年
４
月
１
日
～
昭
和
17
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
方

③�

昭
和
11
年
４
月
１
日
～
昭
和
12
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
方

※�

８
月
下
旬
頃
に
、
対
象
と
な
る
方
に
歯

科
健
診
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
（
施
設

等
入
居
者
を
除
く
）。

▽ 

健
診
内
容　

口
腔
内
の
状
態
を
確
認
す

る
検
査
や
、
口
腔
機
能
評
価
な
ど
。

※
入
れ
歯
の
方
も
受
診
で
き
ま
す
。

▽ 

受
診
場
所　

歯
科
健
診
の
案
内
と
あ
わ

せ
て
送
付
さ
れ
る
「
実
施
歯
科
医
療
機

関
一
覧
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
歯
科
医

療
機
関

▽
受
診
方
法

①�

受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
実
施
歯
科
医

療
機
関
に
後
期
高
齢
者
医
療
歯
科
健
康

診
査
事
業
で
健
診
を
受
診
す
る
旨
を
伝

え
て
、
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

受
診
日
ま
で
に
、
受
診
票
内
の
問
診
項

目
を
ご
記
入
の
う
え
、
受
診
日
当
日
に

被
保
険
者
証
、受
診
券
、受
診
票
、歯
ブ

ラ
シ
を
持
参
し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

事
業
課　

保
健
資
格
班

　
　

�

☎
０
２
９

－

３
０
９

－

１
２
１
２

乳
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診((

集
団
集
団))

の
募
集

の
募
集

　

令
和
４
年
度
乳
が
ん
検
診
（
集
団
）
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。
が
ん
は
、
検
診
等
で

早
期
発
見
し
、
治
療
す
る
こ
と
で
90
％
以

上
が
治
り
ま
す
。
年
に
一
度
、
検
診
を
受

け
て
、
あ
な
た
の
い
の
ち
と
未
来
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

▽
申
込
方
法　

　

①
電
話　

　

②
オ
ン
ラ
イ
ン

　

③
特
定
健
診
会
場

　

④
左
記
窓
口

問
健
康
づ
く
り
支
援
課　

�

（
大
井
）
内
１
９
６

令
和
４
年

令
和
４
年

就
業
構
造
基
本
調
査
の
実
施

就
業
構
造
基
本
調
査
の
実
施

　

総
務
省
統
計
局
（
茨
城
県
・
北
茨
城
市
）

で
は
、
10
月
１
日
現
在
で
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・
不
就
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
国
が
行
う
調
査
の
中
で
も
特

に
重
要
な
も
の
と
さ
れ
る
「
基
幹
統
計
調

査
」
で
す
。

　

８
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調
査
を
お
願

い
す
る
地
域
を
巡
回
し
、
お
住
い
の
世
帯

の
状
況
（
世
帯
主
氏
名
や
居
住
の
有
無
な

ど
）
を
確
認
し
ま
す
。
調
査
員
が
伺
っ
た

際
は
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
結
果
を
も
と
に
調
査
を
お
願
い
す
る

世
帯
に
は
、
９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
伺

い
、
調
査
書
類
を
配
布
し
ま
す
。
調
査
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、安
心
し
て
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課　

情
報
政
策
係�

�

（
細
金
）
内
２
３
６

オンライン申込用
QRコード

マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
臨
時
休
館
の
お
知

ら
せ

　

マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
で
は
、
宿
泊
棟

の
改
修
工
事
に
伴
い
、
左
記
の
日
程

で
休
館
と
な
り
ま
す
。

▽ 

休
館
期
間
　
９
月
１
日
㈭
～
令
和

５
年
３
月
31
日
㈮
（
予
定
）

※�

工
事
の
完
了
時
期
に
よ
っ
て
休
館

期
間
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね　
　

�

☎
30

－

０
６
０
７

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

歴
史
民
俗
資
料
館
燻
蒸
お
よ
び
展
示

作
業
に
伴
う
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

９
月
５
日
㈪
か
ら
14
日
㈬
ま
で
館

内
燻
蒸
お
よ
び
展
示
作
業
に
よ
り
臨

時
休
館
と
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
9
月
15
日
㈭
か
ら
特
別
展

が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
歴
史
民
俗
資
料
館
（
井
坂
、沼
田
）

�

　
　

☎
43

－

４
１
６
０
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　生活支援体制整備事業とは、地域の高齢者の方が抱えている日常の困りごとや心配ごとを、地域で
助け合いながら安心して生活していけるような支え合い活動です。 年齢を重ねても “住み慣れた地域
で安心して暮らし続ける”ことができるよう、地域にお住まいのみなさんをはじめ、行政、ボランティア、
民間企業、協同組合などの多様な団体と協力し合いながら、健康の維持・増進に向けてお互いに支え
合う地域づくりを目指しています。

支え合い・助け合いの地域づくりを 目指して…

生活支援体制整備事業（支え合い活動）

周りでこんなことはありませんか？

介護予防教室 一緒に買い物
（代行含む） ゴミ出しの手伝い

生きがい講座

高齢者サロン活動
デイサービス

ファミリー･サポート･センター
社会福祉協議会地域づくりの会議

高齢者クラブ活動 ご近所さんとの会話

配食サービス

情報提供（地域の方へ、市と関係機関へ）

電球の交換

支え合う地域づくり支え合う地域づくり

��問 社会福祉協議会　（根本、布川）☎４２－０７８２
～ 隣近所への声かけ・見守り・地域の助け合い支え合いにご協力をお願いします。～
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北茨城市役所　☎43-1111

【
創
業
は
い
つ
頃
で
す
か
】

　

１
９
６
８
年
４
月
に
株
式
会
社
コ
ー

ノ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
と
し
て
設
立
し
ま
し
た
。

当
初
、密
閉
電
池
の
研
究
・
組
立
を
小
規
模

で
開
始
し
ま
し
た
が
、１
９
８
０
年
に
日

本
電
池
株
式
会
社
グ
ル
ー
プ
の
子
会
社
と

な
り
、極
板
・
組
立
・
出
荷
の
制
御
弁
式
鉛

蓄
電
池
一
貫
生
産
会
社
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
４
年
に
は
、親
会
社
の
経
営
統
合

が
あ
り
、ジ
ー
エ
ス
・
ユ
ア
サ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
傘
下
に
な
り
ま
し
た
。

【
ど
の
よ
う
な
製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
か
】

　

一
般
に
制
御
弁
式（
シ
ー
ル
）鉛
蓄
電
池

と
呼
ば
れ
て
い
て
、各
種
の
ポ
ー
タ
ブ
ル

電
気
機
器
や
情
報
化
社
会
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
Ｕ
Ｐ
Ｓ
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
の
電
源
な
ど
、増
大
す
る
広
範
な
市
場

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

�【
会
社
の
特
色
は
な
ん
で
す
か
】

　

近
年
の
気
候
変
動
に
伴
う
、大
規
模
災

害
の
発
生
に
よ
り
、情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ

の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
製
品
は
ス
タ
ン
バ
イ
ユ
ー
ス

（
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
非
常
用
）で
も
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、一
貫
生
産
体
制
に
よ
る

強
み
を
生
か
し
短
期
間
で
復
旧
の
一
助
と

な
る
こ
と
が
可
能
で
す
。「
快
適
さ
と
安

心
」を
お
届
け
し
て「
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
」に
貢
献
す
る
た
め
、独
自
技
術
、品

質
の
研
鑽
を
目
標
に
掲
げ
、社
員
一
人
ひ

と
り
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
地
域
と
の
関
わ
り
は
あ
り
ま
す
か
】

　

社
会
貢
献
活
動
で
、年
３
回
工
場
周
辺

の
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、幼
児
の
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

一
環
と
し
て
、各
家
庭
で
安
全
の
ル
ー
ル

を
学
ん
で
欲
し
い
、

痛
ま
し
い
幼
児
の
事

故
の
撲
滅
に
役
立
て

て
欲
し
い
、と
い
う

主
旨
に
賛
同
し
、協

賛
広
告
の
ス
ポ
ン

サ
ー
企
業
と
し
て
地

域
の
園
児
に
ポ
ス

タ
ー
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

北
茨
城
市
の
企
業
紹
介
17

磯
原
工
業
団
地
編

株
式
会
社
Ｇ
Ｓ
ユ
ア
サ
茨
城
（
磯
原
町
磯
原
）

　

現
在
の
北
茨
城
市
に
生
ま
れ
た
西
丸
帯
刀

は
、
野
口
雨
情
の
大
叔
父
で
あ
り
、
尊
王
攘

夷
派
の
志
士
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
す
。

水
戸
藩
の
枠
を
越
え
て
多
く
の
幕
末
の
志
士

と
交
流
し
、
長
州
藩
士
桂
小
五
郎
（
後
の
木

戸
孝
允
）
な
ど
と
「
成
破
の
盟
約
」
を
結
ん

だ
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
展
示
で
は
、
資
料
を
と
お
し
て
西
丸

帯
刀
、
そ
し
て
野
口
雨
情
と
の
関
わ
り
を
紹

介
し
ま
す
。
ま
た
、
幕
末
の
事
件
「
大
津
浜

異
人
上
陸
」
な
ど
北
茨
城
ゆ
か
り
の
出
来
事

を
取
り
上
げ
ま
す
。

▽
と
き　

　

９
月
15
日
㈭
～
12
月
11
日
㈰

▽
と
こ
ろ

　

歴
史
民
俗
資
料
館　

野
口
雨
情
記
念
館

▽
開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

▽
休
館
日　

　

月
曜
日
（
９
月
19
日
㈪
、
10
月
10
日
㈪

　

は
開
館
、
い
ず
れ
も
翌
火
曜
日
が
閉
館
）

　

10
月
18
日
㈫

問
歴
史
民
俗
資
料
館　

野
口
雨
情
記
念
館

　
（
井
坂
、
沼
田
）　

☎
43

－

４
１
６
０

北
茨
城
の
偉
人

　幕
末
の
志
士

北
茨
城
の
偉
人

　幕
末
の
志
士

西
丸
帯
刀

－

野
口
雨
情
と
の
関
わ
り

－

令和４年は、西丸帯刀生誕２００年、野口雨情生誕１４０年です。
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診療科 月 火 水 木 金

外来

午前

横谷 五十嵐 梶川（第 1・3・5）
五十嵐（第 2・4） 吉本 五十嵐（第 1・3・5） 

横谷（第 2・4）

海老澤 横谷 鈴木（第1・3・5）
倉田（第2・4） 鈴木 吉本（第 1・3） 

海老澤（第 2・4）
梶川（第 1・3・5）
倉田（第 2・4）

鈴木（第 1・3・5）
海老澤（第 2・4） 海老澤 倉田 鈴木

午後

五十嵐 横谷 横谷（第 1・3・5）
海老澤（第 2・4） 吉本 五十嵐

鈴木 梶川 鈴木（第 1・3・5）
倉田（第 2・4） 梶川 海老澤

倉田 倉田 梶川 海老澤 倉田（第 1・3・5） 
横谷（第 2・4）

訪問
午前 ○ ○ ○ ○ ○

午後 ○ ○ ○ ○ ○

飲酒量 
低減外来 午前 － － － △（完全予約制） －

心療内科 電話
予約 △（完全予約制） △（完全予約制） △（完全予約制） △（完全予約制） △（完全予約制）

◎１カ月の診療体制表は受付に準備していますので、気軽にお声掛けください。　 　問家庭医療センター　☎ 43－1131

●外来・訪問診療のご案内●外来・訪問診療のご案内　　※学会等で休診、変更となる場合があります。※学会等で休診、変更となる場合があります。 令和４年８月１日現在令和４年８月１日現在

北茨城市民病院附属北茨城市民病院附属　家庭医療センターの診療体制　家庭医療センターの診療体制
【受付時間】午前／8時30分から11時30分まで　午後／1時30分から4時まで【受付時間】午前／8時30分から11時30分まで　午後／1時30分から4時まで
【診 療 科】内科、小児科、心療内科　　【休診日】土曜、日曜、祝日、年末年始【診 療 科】内科、小児科、心療内科　　【休診日】土曜、日曜、祝日、年末年始

　

心
臓
は
、
全
身
に
血
液
を
送
り
出
す
ポ

ン
プ
と
し
て
一
日
中
休
む
こ
と
な
く
働
い
て

い
ま
す
。
心
不
全
と
は
、『
心
臓
の
ポ
ン
プ

機
能
が
低
下
し
、
息
切
れ
や
む
く
み
が
起

こ
り
、
徐
々
に
悪
化
し
生
命
を
縮
め
る
病

気
』
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
概
に
心
不
全
と
は
言
っ
て
も
、
原
因

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
心
臓
の
栄
養
血
管

（
冠
動
脈
）
が
詰
ま
っ
て
し
ま
う
心
筋
梗
塞

や
狭
心
症
、
動
脈
硬
化
や
塩
分
の
摂
り
過

ぎ
な
ど
が
原
因
の
高
血
圧
、
心
臓
内
部
の

逆
流
防
止
弁
が
障
害
さ
れ
る
弁
膜
症
、
心

臓
の
筋
肉
に
異
常
が
起
こ
る
心
筋
症
、
拍

動
の
リ
ズ
ム
が
異
常
に
な
る
不
整
脈
、
先

天
的
な
心
臓
の
病
気
な
ど
、
様
々
な
疾
患

が
原
因
と
な
っ
て
生
じ
ま
す
。

　

心
不
全
に
な
る
と
、
心
臓
か
ら
十
分
な

血
液
を
送
り
出
せ
な
く
な
り
、
体
に
必
要

な
酸
素
や
栄
養
が
足
り
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
坂
道
や
階
段
で
息
切
れ
が
し

た
り
、
疲
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
腎
臓
に

流
れ
る
血
液
も
少
な
く
な
っ
て
尿
量
が
減

り
、
水
分
が
体
内
に
貯
留
し
て
く
る
と
、

足
の
甲
や
す
ね
が
む
く
ん
だ
り
、
む
く
み

紙
上
ク
リ
ニ
ッ
ク

「
心
不
全
」っ
て
何
？

循
環
器
内
科
　
山
尾
　
秀
二

の
た
め
に
体
重
が
短
期
間
で
急
激
に
増
加

し
た
り
し
ま
す
。
や
が
て
体
の
中
で
血
液

が
滞
る
「
う
っ
血
」
が
進
む
と
、
内
臓
ま

で
む
く
ん
で
腹
部
膨
満
や
、
さ
ら
に
肺
が

む
く
ん
で
呼
吸
が
苦
し
く
な
り
、横
に
な
っ

て
眠
れ
な
い
「
起
坐
呼
吸
」
と
い
う
状
態

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

治
療
法
は
、
ま
ず
薬
物
治
療
で
す
。
利

尿
剤
や
降
圧
剤
な
ど
数
種
類
の
お
薬
を
患

者
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
て
調
整
し
ま
す
。

そ
の
他
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
や
、
多
く

の
場
合
で
塩
分
制
限
を
中
心
と
し
た
食
事

療
法
も
必
要
で
す
。

　

心
不
全
の
原
因
に
よ
っ
て
は
、
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
や
開
腹
手
術
が
効
果
的
な
場
合

も
あ
り
、
ご
高
齢
の
患
者
さ
ん
で
も
低
侵

襲
な
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
が
可
能
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

息
切
れ
や
足
の
む
く
み
は
、
心
不
全
の

患
者
さ
ん
で
頻
度
の
多
い
初
期
症
状
で
す
。

こ
れ
ら
の
症
状
が
出
現
し
た
際
に
は
、
一

度
は
医
療
機
関
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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 　問市民病院　医事課　（石）☎ 46－1121 内 7 3 7 3

【再来受付時間】�午前：８時から11時まで
� ����（午後：受付時間は各診療科の下に記載）
【休 � 診 � 日】�第２・第４土曜日、日曜祝日�

小 児 科
（救急）

県北地区小児救急は、日立総合病院（☎ 0294-23-1111）に集約されています。 
救急受診の際は日立総合病院に電話連絡が必要です。

整 形 外 科　　月～金曜日は東京慈恵会医科大学附属病院の医師による診療です。
循環器内科 第１・３金曜日は茨城県立中央病院の医師による診療です。
呼 吸 器 科 第２金曜日は茨城県立中央病院の医師による診療です。
外 科 火・水曜日は手術日のため、診療までお待たせする場合があります。

歯科口腔外科 紹介状をお持ちの方優先です。混雑状況によっては受診できない場合がありますので、事前
にご確認ください。第１・３木曜日は手術日です。

当院へ受診変更希望、他院からのご紹介の場合は診療情報提供書をお持ちください。

●外来担当医のご案内●外来担当医のご案内  ※1          （網かけ）は再診予約です。※1          （網かけ）は再診予約です。
※2 カッコ内の数字は週数を表しています。※2 カッコ内の数字は週数を表しています。

●各科からのお知らせ●各科からのお知らせ

　『完全面会禁止』のお願い 新型コロナウイルス感染症対策として、『完全面会禁止』としています。
入院患者さんの命を感染症から守る厳戒態勢の措置ですので、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

北茨城市民病院診療体制北茨城市民病院診療体制

＜内科＞
○ ４月から、腎臓内科専門外来

の診療を開始します。

＜脳神経外科＞
○ ４月の第３土曜日から、日立

総合病院の医師による脳神経
外科の診療を開始します。

※1          （網かけ）は再診予約です。※1          （網かけ）は再診予約です。
※2 カッコ内の数字は週数を表しています。※2 カッコ内の数字は週数を表しています。

＜内科＞
○ ４月から、腎臓内科専門外来

の診療を開始します。

＜脳神経外科＞
○ ４月の第３土曜日から、日立

総合病院の医師による脳神経
外科の診療を開始します。

診療科 月 火 水 木 金 土（第 1,3,5） 入院

内 科
午後は予約のみ

午前
初診 山本・真下 宮本

山本（1・4・5） 
植草（2・3） 
宮本（2・3）

植草・大森 植草・梶川 当番制

○予約 植草・藤枝 
大森 藤枝・山本 藤枝・横谷 

植草（1･4） 真下 藤枝・山本 植草・当番制

午後 予約 植草・藤枝 宮本 植草（第５除く） 
藤枝 植草・宮本 藤枝・宮本 *

腎臓内科専門外来
13：30 ～16：00 * * * * 臼井 (2・4) * *

循環器内科
予約のみ

午前 山尾　　　 山尾 * 山尾 非常勤（第 3） 山尾・油井
○午後 *　　 *

油井 
14：00 ～16：00 山尾 非常勤（第 1） *

禁煙外来 * * * * * 油井

**
動脈硬化外来　

14：00 ～16：00 * * 油井 * * *
ペースメーカー外来
13：30 ～15：00 山尾 * * * * *

呼吸器科
予約のみ

午前 * * * * 非常勤（第 2） * *

外 科
診療開始時間は 

医師名下段に記載
午後は予約のみ

午前 担当医
10：00 ～ *

田口
担当医 

10：00 ～
田口

10:00 ～

田渕 
９:00 ～ 

小出
10:30 ～

松浦
10:00 ～

山﨑
（第 1・3）

9:30 ～

小出
（３・４）
10:30 ～

担当医
10：00 ～ ○

午後 小出 手術日 手術日 小出
宇佐美（1・3・5） * *

乳腺外来
13：30 ～15：00 * 大竹（第４） * * 長塚（第 3） * *

産婦人科
13：00 ～ 16：00

午前 小池 小池 小池 小池 井上 小池 ○
婦人科のみ午後 * 小池 * * * *

眼 科
13：00 ～ 16：00

午前 今留 * 今留 今留 今留 今留 ○午後 今留 * 今留 手術 今留 *

小児科
午後は予約のみ

午前 小宅・林 砂押 平木・林 関島 平木 *

*
午後 予防注射 

林 小宅 *
乳児健診

平木
関島

（第 3 除く） 平木 *
心臓外来

14：00 ～ 16：30 * * * * 堀米（第４） *

泌 尿 器 科
13：00 ～ 15：00

午前 * * 黒田 * * * *午後 * * 黒田 * * *
脳神経外科

13：00 ～ 14：30
第 4 木曜日のみ

13：00 ～ 14：00

午前 * 杉山（２・４） 遠藤（1・3） 楠（1・3） * 中村（1・3）

*午後 * * * 楠（1・3） * *
しびれ外来

9：00 ～11：00 * * 遠藤（1・3） * * *

整形外科
診療開始時間は 

9：30 ～
13：00 ～ 15：00

午前 窪田 小幡 稲垣 天神 西沢 *
*

午後 窪田 小幡 稲垣 天神 西沢 *

耳鼻いんこう科
13：00 ～ 14：30

午前 * 佐々木 * 大澤 * 非常勤
*午後 * 佐々木 * 大澤 * *

皮膚科
13：00 ～ 16：00

午前 橋本 橋本 橋本 倉持 橋本 橋本
要相談

午後 橋本 手術・検査 橋本 褥瘡外来
（2・4） 倉持 橋本 *

歯科口腔外科 
13：00 ～ 16：00
診療開始時間は 

13：30 ～

午前 長井・飯泉 長井 
非常勤（2・4） 長井・飯泉・大森 長井・飯泉

(2・4・5)
高岡

手術
（1・3）

福澤・飯泉 長井・飯泉
○

午後 長井・飯泉
長井 

萩原（1・3・5） 
非常勤（2・4）

長井・飯泉 福澤・飯泉 *

麻酔科
13：00 ～ 16：00

痛み外来
（ペインクリニック） * * * * 洪（1・3） * *

令和４年８月１日現在

※1          （網かけ）は再診予約です。※1          （網かけ）は再診予約です。
※2 カッコ内の数字は週数を表しています。※2 カッコ内の数字は週数を表しています。

感染症外来の

お知らせ
 　市民病院では新型コロナウイル
ス感染症対策として感染症外来を
実施しています。
　予約制ですので、発熱、咳や風邪
症状等のある方は下記の時間にお
問い合わせください。

【診療日】平日  月・火・水・金曜日
【問合せ】平日  月～金曜日 
　　　　        9：00 ～12：00
問  感染症外来 ☎ 46 －１１２１㈹
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フォ ュトニ ース
北茨城市役所　☎43-1111

　市内の各小学校では毎年交通安全教室が
開催されています。中郷第一小学校では、
１・２年生が実際に校外を出て横断歩道の
渡り方を学び、４年生は、自転車の点検や
基本的な乗り方の話を聞いた後、校庭で実
技訓練を行いました。保護者の方たちも、
立哨をする際の留意点などを警察や交通安
全指導員の方から指導を受けていました。

無事故を願って　交通安全教室無事故を願って　交通安全教室

無事故を願って　交通安全教室無事故を願って　交通安全教室

　７月１日、明徳小学校５年生が、峰岸ブルーベリー
農園で、JAの峰岸果樹生産部会の協力のもと、ブ
ルーベリーの収穫を体験しました。
　肥料やりや草取りをした自分の名札がついている
ブルーベリーの木に駆け寄り、実を収穫してそのま
ま口の中へ。「甘い！」「おいしい！」との声が聞こ
えてきました。また、家族へのお土産にと、甘い実
を厳選してパックいっぱいに詰めていました。
　この日は、テレビ局や新聞社なども取材に来てい
ましたが、子どもたちは食レポや感想など堂々と取
材に対応していました。

　集落支援員（元地域おこし協力隊）として活動し
ている石渡のりおさんと妻のちふみさんが、関本町
富士ケ丘で「桃源郷幻灯会」を行いました。石渡さ
ん夫妻が活動している揚枝方地区での景観保全の取
組みの紹介と、期待場（生涯学習センター分館）で
映画「あたらしい野生の地―リワイルディング」の
上映を行いました。また、文化研究を行っている大
学教授のゲストトークもあり、地域の方、里山再生
に興味がある方を始めとした多くの方が参加し、参
加者からは「非常に勉強になった」との声も寄せら
れていました。

　ウクライナ出身で、現在茨城キリスト

教大学講師のジャブコ・ユリヤ先生によ

る講演会が市民ふれあいセンターで開催

され、約200人が参加しました。ジャブ

コ先生は、現地の家族や友人から直接聞

いているウクライナの現状と切ない思い

を伝えてくださいました。会場には、募

金箱が設置され、ウクライナからの留学

生への支援を呼びかけました。

ブルーベリー収穫体験　明徳小ブルーベリー収穫体験　明徳小

集落支援員主催　「桃源郷幻灯会」集落支援員主催　「桃源郷幻灯会」

ウクライナ支援特別講演会ウクライナ支援特別講演会
　「狂ってしまった平和～ウクライナの現状～」　「狂ってしまった平和～ウクライナの現状～」

4月
20日
7月
1日

4月
20日
7月
9日

4月
20日
7月
16日
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�

中
郷
町
　
柴
田
　
華か

ほ帆
さ
ん
（
12
歳
）

 
柴
田
　
海み

づ
き月
さ
ん
（
8
歳
）

 

柴
田
　
昊こ

う
た拓
さ
ん
（
6
歳
）

　

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
観
や
健
康
づ
く
り
に
向
け
た
取
組
み
な
ど

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

子
ど
も
の
健
康
観
。
中
郷
町
在
住
の
柴
田
３

姉
弟
に
自
身
の
健
康
と
そ
の
秘
訣
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
健
康
っ
て

病
気
の
「
有
り
無
し
」
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
そ

の
奥
深
さ
と
彩
り
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

「
健
康
と
は
、
う
ん
ち
が
出
る
こ
と
」

�

川
田　
「
み
な
さ
ん
は
今
健
康
で
す
か
？
」

全
員　
「
健
康
で
す
！
」

川
田　

�「
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
の
健
康
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？
ち
ょ
っ
と
難
し
い
質

問
か
も
し
れ
な
い
け
ど
。」

華
帆　

�「
食
欲
が
あ
る
し
、
ご
飯
も
お
い
し

く
感
じ
る
。
あ
と
は
、
毎
日
通
学
で

45
分
歩
い
て
い
て
、
し
っ
か
り
と
運

動
が
で
き
て
い
る
か
ら
健
康
だ
と
思

う
よ
。」

海
月　

�「
食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
、
ご
飯
を

た
く
さ
ん
食
べ
て
い
る
。
外
遊
び
も

好
き
で
、
暇
さ
え
あ
れ
ば
鬼
ご
っ
こ

と
か
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
と
か
と
に
か
く

体
を
よ
く
動
か
し
て
い
る
。
勉
強
と

か
作
文
と
か
も
好
き
。
そ
れ
が
出
来

て
い
れ
ば
健
康
じ
ゃ
な
い
か
な
。」

昊
拓　

�「
最
近
は
喘
息
も
落
ち
着
い
て
入
院

し
て
い
な
い
し
。
体
を
動
か
し
て
遊

ぶ
こ
と
が
大
好
き
。
毎
日
う
ん
ち
が

出
る
こ
と
も
健
康
の
証
だ
と
思
う

よ
。」

川
田　

�「
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
の″
健
康″
が

何
か
分
か
っ
た
よ
。
じ
ゃ
、
そ
の
た

め
の
秘
訣
っ
て
何
か
な
？
」

華
帆　

�「
落
ち
込
ん
だ
り
嫌
な
気
分
に
な
る

こ
と
も
あ
る
け
ど
、
友
達
と
し
ゃ

べ
っ
た
り
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
見
て

踊
っ
た
り
す
る
と
気
持
ち
が
晴
れ
る

ん
だ
。
そ
う
や
っ
て
ス
ト
レ
ス
を
溜

め
な
い
こ
と
か
な
。」

海
月　

�「
友
達
に
い
じ
わ
る
さ
れ
た
り
す
る

と
落
ち
込
ん
だ
り
す
る
け
ど
、
お
互

い
に
謝
っ
て
仲
直
り
す
る
と
気
持

ち
が
落
ち
着
く
。
そ
う
す
る
と
健
康

で
い
ら
れ
る
よ
。」

昊
拓　

�「
友
達
と
た
く
さ
ん
遊
ぶ
こ
と
か
な
。

″
友
達
と
遊
び″
は

大
事
だ
か
ら
。
そ

れ
が
出
来
て
い
れ

ば
、
毎
日
元
気

い
っ
ぱ
い
で
過

ご
せ
る
と
思
う

な
ぁ
。」�

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
】

　

�

北
茨
城
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー

　

�

筑
波
大
学
医
学
医
療
系
地
域
総
合
診
療
医
学　

�

川
田　

尚
吾

　

元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

�

鈴
木　

和
江

�
問
元
気
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

�

（
菊
池
）
☎
44

－

７
１
１
１

わ
た
し
の

健
康
づ
く
り

放射能測定結果
非破壊放射能検査非破壊放射能検査 農産物等の放射性物質濃度測定農産物等の放射性物質濃度測定

　市内で生産され市場に流通する水産物、農
産物の非破壊放射能検査を行っています。

（個人消費の水産物、農産物は検査対象になり
ません）
◆６月22日～７月22日までの検査結果

項目
検査
件数

検査結果
検査品目基準値を超過した件数

水産物 26 0
カナガシラ、アジ、サ
バ、ムシガレイ、ヒラ
メ、ナメタガレイ、イセ
エビ、マトウダイ

※�一般食品（水産物）の放射性物質の基準値は
１００Bq/Kgです。
※�検査結果の詳細は市のホームページで公表して
います。

問農林水産課　水産振興係　内３８２

市内の放射線量の測定市内の放射線量の測定
◆常設型モニタリングポスト　（設置場所：市役所玄関わき）

　 ６月11日～７月13日の測定値

　・最大値　0.070（７月13日）

　・最小値　0.062（６月15日）

◆水道水の測定値
　 浄水、原水とも放射性物質は検出されていません。

◆食品の放射性物質濃度測定について
　 大津港にある非破壊放射能検査施設にて測定します。事前に

下記まで電話予約をお願いします。

　問  非破壊放射能検査施設　　  ☎４６－３１５１

       （月～金、午前 9時～午後３時）

◆放射線量測定器の貸し出しについて
　生活環境課で受け付けています。

都市公園（地上50cm）

測定場所
測定値

※ 環境省の定める除染
を実施する要件は、
平均 0.23 マイクロ
シーベルト／毎時以
上です。

問都市計画課
内２８３

６月３日、10日

汐 見 ケ 丘
近 隣 公 園 0.06
粟 野
第 一 公 園 0.07
磯 原
中 央 公 園 0.06
五 浦
第 二 公 園 0.06
浜 道
中 央 公 園 0.06

◆6月18日～7月17日
　（非破壊放射能検査施設にて測定）
測定
件数

検出件数
不検出件数

基準値超過 基準値以内

０ ０ ０ ０
測定
品目
※�基準値超過は、飲料水は10ベクレル/kg、それ以外は100
ベクレル/kgを超えた件数です。
※�測定を希望される方は、事前に非破壊放射能検査施設へ
電話予約をお願いします。

問生活環境課　環境保全係　内３７５　� �
　非破壊放射能検査施設　☎４６－３１５１
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防災行政無線の内容を電話で確認できます　☎43-3110 緊
急
情
報

メ
ー
ル

配
信
登
録

■
乳
幼
児
健
康
診
査

▽
と
き

・
４
カ
月
児
健
康
診
査

　

８
月
18
日
㈭

・
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

　

８
月
26
日
㈮

・
２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

　

９
月
１
日
㈭

・
３
歳
児
健
康
診
査

　

８
月
12
日
㈮

※�

受
付
時
間
、
場
所
は
個
別
に
通
知
し
ま

す
。

※�

今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

健
康
づ
く
り
支
援
課�

�

内
１
９
６

■
育
児
相
談

　
（
５
カ
月
以
上
の
乳
幼
児
、
要
予
約
）

▽ 

と
き　

８
月
24
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

▽ 

と
こ
ろ　

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

申
問

健
康
づ
く
り
支
援
課�

�

内
１
９
６

■
移
動
児
童
相
談

▽
と
き　

９
月
７
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

大
津
子
ど
も
の
家

問

子
育
て
支
援
課�

�

内
１
３
２

■
茨
城
子
ど
も
救
急
電
話
相
談

　

プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話

☎
＃
８
０
０
０

　

す
べ
て
の
電
話

☎
０
５
０

－

５
４
４
５

－

２
８
５
６

（
24
時
間
３
６
５
日
対
応
可
）

健
診
・
相
談
な
ど
の
お
し
ら
せ

子育て支援センターのご案内子育て家庭を応援します

【８月、９月の主な予定】　対象：０歳～
中郷子どもの家 磯原子どもの家 エンゼル AIAI

開設
日時

月曜日～金曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日、日曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日
（祝日除く）

月曜日～金曜日
（祝日除く）

午前９時～午後４時 午前９時～午後４時 午前10時～午後３時 午前９時30分～午後４時

イ
ベ
ン
ト
日
時
と
内
容

■午前10時30分～11時30分 ■午前10時30分～11時30分 ■午前10時～正午 ■午前10時 ～11時30分

８　

月

12日 水風船遊び 5日 お誕生日会 2日 身体測定 2日 プール遊び
16日 絵具遊び 9日 健康講座

18日
水遊び
お誕生日会

9日
プール遊び

（ジュース屋さんごっこ）17日 プールの日 19日 エプロンシアター
18日 リトミック 23日 英語であそぼう！

23日
リトミック教室 
要予約

23日 運動遊び
19日 病院ごっこ 24日 リトミック

26日
運動遊び

（トランポリン）22日 みんなで作ろう 30日 くだもの狩り遊び
25日

水遊び
お誕生日会23日 お誕生日会 30日 風船遊び

24日 プールの日
25日 ハンドメイド
26日 英語であそぼう！
29日

敬老の日制作①
30日

９　

月

1日
敬老の日制作②

2日 お誕生日会 6日 身体測定
2日

戸外遊び
(シャボン玉）2日 6日 敬老の日制作① 8日 敬老プレゼント

5日
壁面制作

8日 敬老の日制作②
13日

リトミック教室 
要予約

6日 玩具作り
6日 9日 新聞紙遊び
8日

カレンダー制作
15日 敬老プレゼント

13日
敬老の日
プレゼント制作9日 22日 園庭遊び 

お誕生日会29日 16日 リズム遊び
20日 カレンダー制作
27日 シール・クレヨン遊び
30日 戸外遊び

問い合
わせ先 ☎42－2183 ☎44－6330 ☎42－0737 

（磯原保育園内）
☎46－5811 

（大津保育園内）

　子育て支援センターは、乳幼児のお子さんとそのお母さん等が気軽に
集まる場所です。
　※�利用に関しましては引き続き施設の指示に従い、マスクの着用や手
指の消毒等のご協力をお願いします。

　※今後の予定変更時には市ホームページにてご案内します。
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北茨城市役所　☎ 43－ 1111
おしらせ掲示板 北茨城市役所　☎43－1111

INFORMATIONINFORMATION
お
知
ら
せ

I N
F O R

M A T I O N

敬
老
祝
金
を
贈
呈
し
ま
す

案内

�������������������������

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
ご
長
寿
を

お
祝
い
す
る
た
め
、
節
目
の
歳
を

迎
え
る
方
を
対
象
に
、
お
祝
金
を

贈
呈
し
ま
す
。

▽
贈
呈
方
法　

　

�

９
月
中
旬
か
ら
10
月
下
旬
に
職

員
が
訪
問
し
ま
す
。

※
事
前
に
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

�

ま
た
、
受
領
の
際
は
受
領
印
の

ご
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
高
齢
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
係

�

（
武
子
）
内
１
２
１

敬
老
招
待
の
ご
案
内

案内
　

70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、『
ス

パ
リ
ゾ
ー
ト�

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
』
へ

の
招
待
券
を
贈
呈
し
ま
す
。
あ
わ

せ
て
「
図
書
館
カ
フ
ェ
『
し
ゃ
ぼ

ん
だ
ま
』」
の
ド
リ
ン
ク
１
杯
無
料

券
も
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※�

招
待
券
・
無
料
券
は
、
８
月
末

日
に
発
送
し
ま
す
。
詳
細
は
招

待
券・無
料
券
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課　

高
齢
者
支
援
係

�

（
武
子
）
内
１
２
１

生
き
が
い
講
座

        　
「
カ
ラ
オ
ケ
講
座
」

募集▽ 

と
き　

令
和
４
年
10
月
～
令
和

５
年
３
月

　
【
第
３
火
曜
日
】

　

①
午
前
コ
ー
ス�

②
午
後
コ
ー
ス

　
【
第
３
木
曜
日
】

　

③
午
前
コ
ー
ス�

④
午
後
コ
ー
ス

　
【
午
前
コ
ー
ス
】

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　
【
午
後
コ
ー
ス
】

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽ 

と
こ
ろ　

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ラ
イ
ト
」

▽ 

対
象
者　

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
方

▽
募
集
人
数　

各
コ
ー
ス
15
人

▽
参
加
費　

無
料

▽ 

内
容　

参
加
者
同
士
の
交
流
を

図
る
と
と
も
に
、
健
康
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
む

▽
用
意
す
る
も
の　

　

飲
み
物
、
上
履
き

▽ 

申
込
方
法　

９
月
２
日
㈮
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
、
希
望
コ
ー
ス
（
い

ず
れ
か
の
コ
ー
ス
か
ら
１
つ
選

択
）
を
記
入
し
左
記
へ

※�

各
コ
ー
ス
と
も
に
応
募
多
数
時

は
抽
選

　

詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
〒
３
１
９

－

１
５
３
５

　

華
川
町
臼
場
１
８
７

－

27

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ラ
イ
ト
」

問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ラ
イ
ト
」

��

（
篠
原
）
☎
43

－５
３
６
１

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

        

市
民
向
け
養
成
講
座

案内
　

認
知
症
の
早
期
発
見
や
予
防
方

法
を
は
じ
め
、
認
知
症
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や

家
族
を
地
域
で
支
え
合
う
環
境
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

▽ 

と
き　

　

①
９
月
14
日
㈬　

　

②
９
月
28
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時　
　
　
　

▽
と
こ
ろ　

　

①
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

②�

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
と　

れ
ふ
る
）

▽
定
員　

各
30
人

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

▽
申
込
方
法　

電
話
で
左
記
へ

※�

参
加
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
み
。

申
問

高
齢
福
祉
課

�

（
舟
生
）
内
１
２
４

60
歳
か
ら
の

 

ミ
ニ
就
職
面
接
会

募集
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
萩
で
は
、
北

茨
城
市
・
高
萩
市
お
よ
び
北
茨
城

市
・
高
萩
市
商
工
会
と
の
共
催
に

よ
る
60
歳
以
上
の
求
職
者
の
方
を

対
象
と
し
た
就
職
面
接
会
を
開
催

し
ま
す
（
参
加
事
業
所
は
、
北
茨

城
市
・
高
萩
市
の
事
業
所
５
社
～

10
社
の
予
定
）。

▽ 

と
き　

　

９
月
９
日
㈮　

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時　
　

▽ 

と
こ
ろ　

　

�

高
萩
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
、
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
萩

�

☎
22

－

２
５
４
９

家
庭
生
活
支
援
員

 

養
成
講
習
会　

募集
　

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は

母
子
家
庭
等
自
立
促
進
対
策
事
業

と
し
て
「
家
庭
生
活
支
援
員
養
成

講
習
会
」
を
実
施
し
ま
す（
無
料
）。

▽ 

と
き　

10
月
１
日
㈯
、
15
日　

㈯
、
11
月
５
日
㈯
、
19
日
㈯
、

　

平
日
３
時
間（
５
日
間
で
27
時
間
）

▽
と
こ
ろ　

　

�

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
母

子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

▽
対
象
者

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
、
寡
婦

▽
募
集
人
数　

20
人

▽
申
込
方
法　

　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ

▽
申
込
期
限　

９
月
９
日
㈮

▽
そ
の
他

　

交
通
費
を
一
部
負
担
し
ま
す
。

　

託
児
利
用
可
能
。

申�

問
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
母

子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー　

�

☎
０
２
９

－

２
２
１

－

８
４
９
７

�

FAX
０
２
９

－

２
２
１

－

８
６
１
８

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

　
　
　
「
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
」

募集
　

県
内
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
方

で
、
就
職
や
転
職
の
た
め
に
短
時

間
で
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
習
得
し

た
い
方
を
対
象
に
し
た
講
習
会
で

す
。

▽ 

と
き

　

�

９
月
11
日
㈰
、
10
月
２
日
㈰
、

10
月
16
日
㈰
、
10
月
30
日
㈰

該 当 者 該当者の生年月日 贈呈金額

77 歳 昭和２０年４月１日～昭和２１年３月３１日 １万円

88 歳 昭和９年４月１日～昭和１０年３月３１日 ２万円

100 歳 大正１１年４月１日～大正１２年３月３１日 １０万円

101 歳以上 大正１１年３月３１日以前 ３万円

※�いずれも令和 4年 8 月 1 日現在で本市に引き続き 1年
以上居住している方が対象です。

▽該当者および贈呈金額
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�

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▽ 
と
こ
ろ

　

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

▽ 
対
象
者　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父

母
お
よ
び
寡
婦
で
４
日
間
出
席

で
き
る
方
。
パ
ソ
コ
ン
で
文
字

入
力
で
き
る
方
。

▽
募
集
人
数　

15
人
（
抽
選
）

▽
参
加
費　

１
千
円
（
教
材
代
）

▽ 

申
込
方
法　

８
月
18
日
㈭
ま

で
に
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
し
た
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
へ

▽ 

そ
の
他　

託
児
利
用
可
能
（
２

歳
以
上
小
学
生
ま
で
）

申
問
〒
３
１
０

－

０
０
６
５

　

�

水
戸
市
八
幡
町
11

－

52

　

�

茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

ひ
と
り
親
家
庭
等
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー

�

☎
０
２
９

－

２
２
１

－

８
４
９
７

�

FAX
０
２
９

－

２
２
１

－

８
６
１
８

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
！

ひ
と
り
親
全
力
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

案内
　

市
役
所
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
萩

の
臨
時
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
き
、
あ
な

た
の
お
仕
事
に
つ
い
て
の
悩
み
を

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽ 

対
象　

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
、
母

※�

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
ひ
と
り
親
の
方
も
相
談
で

き
ま
す
。

▽
臨
時
窓
口
開
設
日
時

　

８
月
26
日
㈮　

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※�

正
午
か
ら
午
後
１
時
は
お
昼
休
み

▽
開
設
場
所　

　

市
役
所
１
階
臨
時
窓
口

※�
現
況
届
の
提
出
先
は
子
育
て
支

援
課
で
す
。

問

高
萩
公
共
職
業
安
定
所

　
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
萩
）　

�

☎
22

－
２
５
４
９

親
子
す
こ
や
か
宿
泊
研
修

事
業
参
加
者
募
集

募集

�������������������������

　

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で

は
、
県
内
の
母
子
家
庭
の
お
母
さ

ん
と
お
子
さ
ん
が
、
広
く
地
域
を

越
え
て
交
流
と
楽
し
い
体
験
が
で

き
る
「
宿
泊
研
修
事
業
」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

▽ 

と
き　

10
月
８
日
㈯
午
後
２
時

～
10
月
９
日
㈰
午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　

　

水
戸
市
少
年
自
然
の
家

※
現
地
集
合
、
現
地
解
散
。

▽
対
象
者

　

年
長
児
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で

※
全
課
程
参
加
で
き
る
方

▽ 

定
員　

50
人
程
度
（
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
）

▽
参
加
費　

１
世
帯
５
百
円

▽ 

申
込
方
法　

９
月
２
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
左
記
へ

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
決

定
後
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

申�

問
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会　
　

�

☎
０
２
９

－

２
２
１

－７
５
０
５

第
38
回

市
美
術
文
芸
展
覧
会

募集
【
募
集
要
項
の
配
布
】　

　

８
日
５
日
㈮
か
ら
、
市
民
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（
と
れ
ふ
る
）、各
公
民
館
、

生
涯
学
習
課
で
配
布

【
作
品
の
受
付
】

▽ 

と
き　

　

令
和
５
年
１
月
14
日
㈯

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

※
今
年
度
は
審
査
を
し
ま
す
。

▽ 

と
こ
ろ　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル

【
募
集
要
項
の
変
更
点
】

�
・�「
出
品
者
の
条
件
」
に
「
過
去
に

北
茨
城
市
に
居
住
も
し
く
は
勤

務
し
て
い
た
方
」
が
追
加
。

�

・�「
複
数
人
数
に
よ
る
１
作
品
の
制

作
と
出
品
」
を
「
可
」（
こ
の
場

合
中
学
生
以
下
の
参
加
も
認
め

る
）
と
す
る
。

�

・�「
出
品
手
数
料
」
は
、「
学
生
を

無
料
」
と
す
る
。

�

・�「
写
真
の
部
」
に
「
小
作
品
部
門
」

が
追
加
（
半
切
よ
り
小
さ
い
サ

イ
ズ
。
た
だ
し
審
査
対
象
外
）。

�

・�「
洋
画
」
に
は
、
油
彩
・
水
彩
・

ア
ク
リ
ル
・
イ
ラ
ス
ト
・
パ
ス

テ
ル
な
ど
も
含
み
、
ま
た
「
彫

刻
工
芸
」
に
は
、「
陶
芸
・
デ
ザ

イ
ン
」
も
含
め
る
。

【
展
覧
会
の
会
期
と
場
所
】

▽ 

と
き　

令
和
５
年
２
月
11
日
㈯

～
２
月
19
日
㈰

▽ 

と
こ
ろ　

県
天
心
記
念
五
浦
美

術
館　

展
示
室
Ｂ
Ｃ

問
生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

�

（
早
川
）
内
４
３
３

令
和
４
年
度

花
壇
づ
く
り
団
体
募
集

募集
　

花
壇
づ
く
り
に
よ
る
花
い
っ
ぱ

い
運
動
に
、
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
、
ま
た
は
、
こ
れ
か
ら
取

り
組
も
う
と
し
て
い
る
団
体
・
学

校
に
対
し
て
費
用
の
支
援
（
１
団

体
・
学
校
あ
た
り
５
万
円
以
内
）

を
行
い
ま
す
。

　

支
援
団
体
は
、
規
定
の
応
募
書

類
に
よ
り
書
類
選
考
の
う
え
選
定

し
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

　

応
募
用
紙
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

取
得
し
左
記
へ

▽
応
募
締
切　

９
月
30
日
㈮

　

�

詳
細
は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�
㏋� https://challenge-ibaraki.

jp/action/flow
erprom

otion/

問�

チ
ャ
レ
ン
ジ
い
ば
ら
き
県
民
運　

動
事
務
局　

�

☎
０
２
９

－

２
２
４

－

８
１
２
０

令
和
４
年
度

北
茨
城
特
別
支
援
学
校

体
験
入
学
に
つ
い
て

案内▽
と
き　

９
月
14
日
㈬

▽
と
こ
ろ　

　

県
立
北
茨
城
特
別
支
援
学
校

▽ 

対
象
者　

令
和
５
年
４
月
に
就

学
予
定
幼
児
の
保
護
者

▽
内
容

　

・
授
業
参
観
（
小
学
部
）

　

・�

体
験
入
学
の
目
的
と
実
施
計

画
に
つ
い
て

　

・�

北
茨
城
特
別
支
援
学
校
の
教

育
に
つ
い
て

▽ 

申
込
方
法　

所
属
園
（
所
）
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
県
立
北
茨
城
特
別
支
援
学
校

　

�

（
椎
名
、
今
橋
）

�

☎
43

－

２
６
２
２
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申 問まちづくり協働課　広報広聴係　（小野）内１９３

市立図書館

新 刊 図 書
８
月

－December －

茨城子ども救急電話相談

プッシュ回線・携帯電話 ☎＃8000
すべての電話 ☎050-5445-2856

24時間
365日
対応可

診 療 時 間 　 午 前 ９ 時 ～ 午 後 ５ 時

８/ ７ 市民病院 ８/21 市民病院 ９/11 市民病院附属家庭医療センター

☎ 46-1121（関南町） ☎ 46-1121（関南町） ☎ 43-1131（中郷町）

８/11 北茨城中央クリニック ８/28 大津町クリニック ９/18 市民病院

☎ 30-1600（磯原町） ☎ 30-2200（大津町） ☎ 46-1121（関南町）

８/14 瀧病院 ９/ ４ 市民病院 ※新型コロナウイルス感染症予防のため、
受診する前に必ず電話してください。☎ 42-1221（磯原町） ☎ 46-1121（関南町）

休日休日のの

当番医当番医

国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、介護保険料
９月30日㈮

来月の
納税

各
種
相
談
な
ど

８月～９月

日 月 火 水 木 金 土

8/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 9/1 2 3

※８月は全日開館しています。
　９/１は月末整理のため休館します。市立図書館　☎４２－１４５１

■元気ステーション総合相談窓口
医療や介護に関する相談
平日　午前９時～午後７時
問元気ステーション
　☎４４－７１１１

■いばらき就職支援センター出張相談
８月16日㈫　午前10時～午後３時
市役所４階４０１会議室
問商工観光課　内３６２

■精神保健相談（要予約）
　９月21日㈬
　問健康づくり支援課
　内１９６

－August －

● 禁猟区 石 田 衣 良

● 晩秋行 大 沢 在 昌

● 任侠楽団 今 野　 敏

● 鷹の系譜 堂 場 瞬 一

● オリーブの実るころ 中 島 京 子

● 姫 花 村 萬 月

※新型コロナウイルス感染症の感染状況により中止となる場合があります。

茨城おとな救急電話相談

プッシュ回線・携帯電話 ☎＃7119
すべての電話 ☎050-5445-2856

☆図書館おはなし会☆
　８月３日㈬、10日㈬
　　  17日㈬、24日㈬
　午前10時～10時30分　

☆エプロンシアター☆
　８月13日㈯　午前10時～10時30分
☆メリアンさんの英語のおはなし会☆
　８月20日㈯　午後２時～２時30分　　　　　　　　　　　　　　　　

☆ぽっぽのおはなし会☆
　８月31日㈬　午前10時～11時

※ 最新情報はホームページをご確認いただくか、　
図書館までお問い合わせください。

★無料相談★ 法�律�相�談 行�政�書�士�相�談 人�権�相�談

と 　 　 き ９月９日㈮　午前10時～午後４時30分 ９月２日㈮　午後１時～５時 ９月８日㈭　午後１時～３時

と こ ろ い ず れ も 市 役 所 4 階 会 議 室

申 込 方 法
指定の電話予約開始日の午前８時30分～９時10分までは

予約専用電話４３－２３２４へ　以降は下記へお申し込みください。
※相談時間の指定はできませんのでご了承ください。

事前予約不要
当日、直接会場へお越しください。

電話予約開始日 ９月２日㈮ ８月26日㈮
備 　 　 考 弁護士による相談（相談時間20分） 行政書士による相談（相談時間40分） 人権擁護委員による相談

内 　 　 容 土地の問題や金銭貸借、離婚、相続 相続や遺言、各種行政手続き いじめ、差別、嫌がらせ



43ｰ3110☎防災行政無線確認電話番号
市政に関する提言は…市長へのFAX 30ｰ1350

緊急情報メール
配信登録

北茨城市
ホームページ

iOSAndroid

きたいばナビ市の人口と世帯 令和４年７月１日現在　（　）内は前月比

総人口… 40,649人( ＋  20)  出 生…   17人 ( －   2)
　　男…  20,251人( ＋  21)  死 亡…   39人 ( － 32)
　　女…  20,398人( －    1)  転 入… 120人 ( ＋   1)
世帯数…  17,012世帯(＋40)  転 出…   78人 ( －   8)

毎日全力！！たくさん食べて飲んで遊んで寝てThe☆健康
優良児です！(笑)食べる量は家族も驚くほど…(̂ ω ;̂)
これからも元気いっぱいに育ってね！！

鈴木さん家

大津町 

陽葵ちゃん

１歳４カ月

ひまり
ら  ら

父：悠太さん／母：絢香さん

！ううちちののア
「広報きたいばらき」の紙面を彩る、市内在住で３歳以下
のお子さんを募集しています！（写真は兄弟姉妹も可）
●申込方法　お子さんの氏名、生年月日、保護者の名
　前と続柄、住所、電話番号、紹介文（50～80字）を申込
　書またはメールに記入し、写真（データ可、横写真推奨）
　を添えて下記へ
　　 まちづくり協働課　広報広聴係　　１９３

     ３０－１３５０　       

　　  info@city.kitaibaraki.lg.jp

申 問 内

FAX

Email

募集中!募集中!
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私
は
将
来
、
看
護
師
に
な
り
た

い
で
す
。
看
護
師
に
な
り
た
い
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
私
が
病
気

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
、
看
護
師

さ
ん
が
、
笑
顔
で
私
に
接
し
て
く

れ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
時
、
不
安

だ
っ
た
私
は
気
持
ち
が
落
ち
着
い

て
、「
や
さ
し
い
な
。」「
私
も
こ

ん
な
看
護
師
に
な
り
た
い
！
」
と

思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
接
種
に
行
っ
た
時
に
、
予

防
接
種
は
少
し
い
た
い
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、「
い
や
だ

な
。」「
や
り
た
く
な
い
！
」と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
私
よ
り
先
に
列
に

並
ん
で
い
た
小
さ
い
子
が
泣
い
て

い
た
ら
、
看
護
師
さ
ん
は
、「
す

ぐ
終
わ
る
か
ら
ね
。」「
い
た
く
な

い
よ
。」
と
や
さ
し
い
言
葉
で
は

げ
ま
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
こ
わ

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
案

外
大
丈
夫
か
も
？
」
と
思
い
ま
し

た
。
私
の
番
に
な
る
と
、
や
っ
ぱ

り
少
し
こ
わ
く
て
き
ん
張
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
看
護
師
さ

ん
は
さ
っ
き
の
小
さ
い
子
と
同
じ

く
、私
に
「
が
ん
ば
ろ
う
ね
。」「
す

ぐ
終
わ
る
か
ら
ね
。」
と
、
明
る

い
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

お
か
げ
で
、
私
の
き
ょ
う
ふ
や
き

ん
張
は
消
え
て
い
て
、
安
心
し
て

予
防
接
種
が
で
き
ま
し
た
。
終

わ
っ
た
あ
と
看
護
師
さ
ん
は
、
私

に
「
が
ん
ば
っ
た
ね
！
」
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は「
最

初
は
こ
わ
か
っ
た
け
れ
ど
大
丈
夫

だ
っ
た
！
」
き
っ
と
こ
れ
か
ら
の

予
防
接
種
も
大
丈
夫
だ
と
い
う
勇

気
が
わ
き
ま
し
た
。

　
私
が
看
護
師
に
な
っ
た
時
に
は
、

注
し
ゃ
を
こ
わ
が
っ
て
い
る
子
や

病
気
で
辛
そ
う
な
人
を
少
し
で
も

笑
顔
で
元
気
に
し
た
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
勉

強
を
が
ん
ば
っ
て
、
人
に
や
さ
し
く

す
る
心
を
わ
す
れ
ず
に
、
笑
顔
で
や

さ
し
い
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

看
護
師
に
な
り
た
い 中郷第一小学校 ６年

鈴木　愛菜さん

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
お
よ
び
児
童
の
健
全

な
育
成
を
目
的
に
、
小
学
校
に
入
学
予

定
の
児
童
の
皆
さ
ん
に
入
学
祝
記
念
品

と
し
て
ラ
ン
ド
セ
ル
・
道
具
箱
・
ス
プ
ー

ン
セ
ッ
ト
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ン
ド
セ
ル
は
、
令
和
５
年
４
月
に

小
学
校
入
学
予
定
の
児
童
よ
り
、
４
色

（
黒
、
紺
、
ス
ミ
レ
、
ビ
ビ
ッ
ド
ピ
ン

ク
）
か
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。該
当
す
る
児
童
の
保
護
者
に
は
、

事
業
実
施
の
お
知
ら
せ
と
申
込
書
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。配
付
は
入
学
式
当
日
、

各
小
学
校
等
で
行
う
予
定
で
す
。

　

な
お
、
ラ
ン
ド
セ
ル
の
見
本
品
は
、

市
役
所
４
階
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

問
教
育
総
務
課�　
（
高
星
）
内
４
５
１


